  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　     　  　     ごちゃっぺ歌会　第２集 　    　　　　　　　　　　■
　□　　　　　    　　　 ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ 　          　　　　　　　□
　■　                  　　　第１１回～第２０回        　　　　　　　　　■
　□                     　　　　　　　　　　　(1995年2月～1995年12月) □
  ■                                                                      ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
      ごちゃっぺ歌会は４０回続きました。この第２集でちょうど折り返し点です。

　　読み返してみると、我ながら、そしてふぁみりーの面々はなかなかやるなと

　　自我自賛してしまいました。

　　　この時から６年が過ぎてしまいました。当時の学生さんは今は社会人だろうし、

　　当時のヤングマン、ヤングレディも中年のお仲間入りでしょう。

　　

　　皆さん、どうしておられることでしょう？
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  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　    　　　   第 １１ 回　ごちゃっぺ歌会　作品募集    　　　　　　■
　□　　　            ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　  　　　　　　□
　■　花　題　：　　　　　　　　合　　格　 　　　       　　　　　　　　　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　締切り　：　９５年　２月２５日　頃　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで 　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　発　表　：　９５年　３月　１日　頃　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■
  □                                                                      □
  ■　　＊　作品にはＩＤ番号とハンドルを併記して下さい。                  ■
  □    ＊　的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。        □
  ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
  私事ながら、いつも出だしが不調である。今年も体調不調ですでに三人のお医者さん
にお世話になってしまった。日頃の不摂生によるものばかりではないと思っているのだ
が。
　そしてかの激震、不調どころではない暗雲が漂う気配だ。
　せめて、花題は希望のもてるものにしました。
　
　今回はとくに合格の機会に恵まれた方の参加を楽しみにしてます。
　でもエイズや覚醒剤の検査に合格なんてのは勘弁よ。
　私事、合格なんていう言葉とほとんど縁がなくなってしまった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＫＥ
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  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 　 　□
  ■ 　　     　　第 １１ 回　ごちゃっぺ歌会　発表         　　　 　　■
　□　　　　  　　                                        　　　　    □
　■　         　 花  　題　：　　　合　　格　　　　　　　　 　　 　　■
　□　                                                     　　　  　 □
  ■                                                 　　　 1995.3.1  ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　      毎度お世話になってます。長文は今回も見送りです。
        言葉の遊びのつもりで、対話形式で作ってみました（笑）
        といっても、ただ５・７・５や５・７・５・７・７に区切っただけです(苦笑)

        歌会の主旨とはあっていないかも知れませんね（ＭＯＫＥさんｺﾞﾒﾝﾅｻｲ）
　－－－・－－－・－－－・－－－・－－－・－－－・－－－・－－－・－－－
                        HA RU NO HI （ある晴れた春の日）
　Ａ１）あらうれし　やったぜ良かった　合格だ
　Ｂ１）ありゃまじか？　なぜか俺だけ　名が無いぞ
　Ａ２）一安心　余裕で　奴の名を探す
　Ｂ２）もう一度　歪む視界で　名を探す
　Ａ３）どうしよう　隣の奴は　不合格
　Ｂ３）どん底や　気分は最低　目が熱い
　Ａ４）足許に　彼の涙の　一滴（ひとしずく）
　Ｂ４　（……涙）
　Ａ５）ちょっと待て　何でオマエが　ここにいる  ここは英文　アンタ国文
　Ｂ５　（走り出す）
　Ａ６）名を呼ばれ　振り向くそこに　友の顔　涙で歪んだ　満面の笑み
        春の日の　熱き思いは　空高く　この友情は　永久にと願う
                                                        …………終
　－－－・－－－・－－－・－－－・－－－・－－－・－－－・－－－・－－－
　果たしてこんな作品が許されるか……冷や汗もんです（苦笑）。
　
                                                いいむ(ID:1980)

******************************************************************************

　　ふた文字に　この世はバラ色　よし！やるぞ
　　合格も能書きほどに職はなし　　　　　（新聞広告欄）
　　合格だやっとラインによ～いドン
　　嬉しくも　涼し寒しき　親の脛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６２８　ＭＯＫＥ
******************************************************************************

いいむさん　＞　こういう連歌風のも面白いです。
　　　　　　　　昔ＴＶの相撲でやってた分解写真（今の人はわからんだろう）のような
　　　　　　　　時々刻々と変わる心理描写、状態変化を捕らえるのもおもろい。
　　　　　　　　Ａ２）余裕がでると周囲の合否もはっきりと見える。
　　　　　　　　Ｂ２）歪む視界－－確かに適切な表現、こう言う時はいくら探しても
　　　　　　　　　　　ないものだ。仕方がない、行間を読むとするか。
　　　　　　　　Ａのラインはユーモアタッチで、あくまでもハッピ－エンドでした。
　　　　　　　　だが、Ｂ６はどうした。どこへ消えてしまったんだろう。
　　　　　　　　追加募集といきたいもんだ。
　　蝋燭の炎が小さくなり、黒い芯が見える。
　　芯と同じ大きさ、か弱い炎。
　　次回は灯油でもぶちまけるとするか。
　　それではかえって消えてしまうな。
　　はて、弱った。------------いいむさん、なんとかしてくり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　    　　　   第 １２ 回　ごちゃっぺ歌会　作品募集    　　　　　　■
　□　　　            ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　  　　　　　　□
　■　花　題　：　　　　　　　　引っ越し　 　　　       　　　　　　　　　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　締切り　：　９５年　３月２５日　頃　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで 　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　発　表　：　９５年　４月　１日　頃　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■
  □                                                                      □
  ■　　＊　作品にはＩＤ番号とハンドルを併記して下さい。                  ■
  □    ＊　的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。        □
  ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　移転や異動の多い時節だ。ふぁみりーの会員さんのなかにも移転する人が沢山いそ
うだ。引っ越しといえば、勉強しまっせのチョビ髭が頭について離れない。
ひとを小馬鹿にしたような少し猪首の貧相な中年男のバテレンのコスチューム、一度
見たら忘れられない超個性的なおばさんの組み合わせはぴったしとしても、あのエレベ
ーターの取り合わせはいったいなんなのだろう。ピシャと扉が閉じる映像と音声で印象
を視聴者の脳に焼き付けてしまう作戦だろうか。（いえいえ、好意的に見てますよ。）
それにしてもアート引っ越しセンターは最近聞かないようだがどうした。
コマーシャルの影響は凄い。
　もうひとつ、なんでも鑑定団でやってる和助のコマーシャルを最初見た時には、はし
なくも鋭く悶えてしまった。
場違いの宝塚風のダンサー、ケロンパ似のメインのおばさんのゾクッとする笑顔、珍妙
な怪獣のぬいぐるみと前に倒れこんでしまう動作、旅回りの劇団の美人風の若中年おば
さんの旗降り行為、それからあのミュージック、よくぞあれだけのダサイものを集めら
れたものだ。感心してしまう。一度和助で食べてみてもいいけど、近くにはなさそうだ。
　私の悶絶が激しかった為、いまでもこのコマーシャルが始まると、私の反応を見たさ
に家族が２階までわざわざ呼びにくる。
　
　だんだん話が引っ越しから外れていくが、みなさん宜しく
　今回はごちゃっぺのコマーシャルを増やしてみるとするか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＫＥ
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  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 　 　□
  ■ 　　     　　第 １２ 回　ごちゃっぺ歌会　発表         　　　 　　■
　□　　　　  　　                                        　　　　    □
　■　         　 花  　題　：　　　引っ越し　　　　　　　　 　　 　　■
　□　                                                     　　　  　 □
  ■                                                 　　　 1995.4.1  ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
        その男、Ｔさんといいます。Ｔさんは子ネコをもらったのでペットの
        飼える家へ引っ越しするのです。
        Ｔさんがもらったネコちゃんは生まれて１月もたってないとても小さくて
        おとなしいネコです。ネコちゃんはＴさんにとてもなついていました。
        あたらしい家に着きました。Ｔさんは板の間にじゅうたんを敷いています。
        巻かれているじゅうたんをコロコロ転がして広げているＴさんの足元に
        すり寄ってくる小さなネコちゃんの姿が見えます。可愛いですね。
        「ぴんぽ～ん」
        運送屋さんがやって来たので一休みする事にしました。運送屋さんは
        机やＴＶを運びこんでいます。Ｔさんは胸ポケットのタバコを探りました
        が、どうやら落したらしいのです。みると部屋に敷いたじゅうたんの一部
        が盛り上がっています。運送屋さんにじゅうたんの下のタバコをとるから
        といって家具を外に運びださせるのは可哀想だと思ったＴさんはその盛り
        上がっている部分にタンスを置く事にしました。
        「どっすん」
        大きなタンスですね。また持ち上げるのは勘弁して～と言うくらい重たい
        タンスです。
        さて引っ越し作業が終わったＴさん、タバコを買いに行く事にしたのです。
        尻ポケットの財布を探ると・・・あれ？落したはずのタバコが出て来ましたよ
        そういえばネコちゃんの姿が見えませんね・・・・・
                                                                おわり
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
        ごちゃっぺ歌会ってショート小説でもいいんですよね。前に見た時
        ありましたから。　思いっきりブラックです。これは縁起が悪い。
                                        Ｔａｍａｎｅｇｉ　３０２０
********************************************************************************

「冷たい部屋」
ありきたりだが４年間の思い出が詰まっていた
疲れて帰ってきたときに優しく迎えてくれた
最初はお互いに初対面で遠慮気味だったかも知れない
でもいつのまにか最高に落ちつける場所になっていた
４年後のいま
この部屋はもう私を温かく受け入れてはくれなくなった
何もない冷たい部屋は不思議に懐かしかったが
悲しかった
「捨てられたもの」
押し入れの奥はタイムカプセルになっていた
試験のために集めたプリントがでてきた
ここに来てから間もなく無くしたものもでてきた
いろいろのものがでてきた
このいろいろなもの全てに思い出があった
とっておこうかと悩んだがやっぱり捨てた
全部捨てた
こうして思い出を捨てていくことが歳をとっていくことなのかなと
出逢った頃へと戻っていく部屋の中で
独りかんがえた
「あの部屋とこの部屋と」
あの部屋にいった
足音が私の神経を逆なでするかのように
広くなった部屋に響いた
その音は私に早く出て行けといっているようだった
もうあの部屋は次の相手を待っている
これまで一緒の思い出を共有してきたはずなのに冷たいものだ
でもこれは私のわがままだろう
部屋を出ると決めたのは私なのだから
あの部屋には思い出がたまりすぎた
この部屋にきた
やはり足音が空々しく部屋に響いた
その音は新参者の私などには興味がないかのようだった
この部屋は私を相手にしていないみたいだった
これからこの部屋と思い出を共有するのだろうか
あの部屋で私は高校生から大学生になった
この部屋で私は大学生から何になるのだろう
あの部屋で４年
この部屋でも４年以上だとすると
その頃私はもうおじさんになっているのだろうか
ここまで考えて怖くなった
・・・少年老い易く学成り難し・・・
教科書から出てきたようなそんな言葉が苦しかった
「糸」
どんな人の人生も糸のようなものだと思う
人生の数だけ糸がある
４年のあいだにたくさんの糸にであった
糸と糸がふれあい
私の糸もいろいろなところに引っ張られたと思う
私の糸に触れてくれたすべての人に感謝したい
多くの糸達に出逢えて本当に幸せだった
私の糸も細いから
一本だけではさぞ心細かっただろう
しかし沢山の糸達が絡まってくれたおかげで
私の細い糸も随分と補強されたものだ
ありがとう
私の糸も他の糸達の助けになれていたら嬉しいと思う
親愛なる糸達
違う方向に向かって延び始めた糸達よ
我々の糸はひとときにおいてまぎれもなく触れ合っていた
補強された糸の周りがほぐれていく気持ちは切ないが
どうせいつかはまた絡まるだろう
またいつか絡まれる日まで
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　４つ送りますがどれも暗い感じですねぇ。確かにブルーな気分も色濃いわけですが。
やはり社会人になる前の「引っ越し」が一番印象強いみたいです。いままでの引っ越し
なんて大したことがなかったんですけどね。
　やはり今までの仲間がにぎやかだっただけに、独りっきりになるっていうのは祭りの
後のような寂しさが漂うみたいです。今度、入る会社は同年代がほとんどいないので、
友達がいないという不安感は強いです。人間いくつになっても孤独は怖いものです。
　でもふぁみりーの仲間とはまだやっていけるというのは本当に残された望みですね。
もうオフ会が楽しみで楽しみで仕方ないですよ。特にＭＯＫＥさんは人生の先輩なので
いろいろとお話を伺いたいなぁなどと思っています。
　最初の２つはなんとなく「Ｒｏｏｍｓ」の秋元さんの詩を少し意識したような気もし
ますねぇ（ホントかぁ）^_^;。
　ま、明るいのでも浮かんだらまた送るかもしれないのでよろしくです。
夢世輝人 　１２９５
*******************************************************************************

　毎度お世話になってます。いいむです。
　引っ越しですか、やっぱり難しいですね(^^;)。
　良いのが浮かばなかったので、昔の作品をほんの少し手直し
　して提出してしまいました。（うわぁｺﾞﾒﾝﾅｻｲ……）
LLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLL

                　      「ＳＡ／ＹＯ／ＮＡ／ＲＡ」
                　結婚して退職して引っ越す彼女へ贈る言葉
　俺が最後にしてやれたことは花束を贈るだけだった。
　いったい何人いるかわからないこの国の中で、もう二度と逢うことは
　ないのかもしれない。
　同じ職場にいるのなら、結婚しようが、多分良い友達でいれたかもしれない。
　でも彼女は見知らぬ土地に嫁いでしまうのだ。
　いい思い出。
　多分いつかはお互いに忘れてしまうかもしれない。
　離れることは悲しくない。
　振られたって悲しくはない。
　ただ日常という平凡な生活に追われて、記憶から消えてしまうのが許せない。
　だけど、彼女の前では良い男でいたいから。
　いつも人に甘えてばかりで、別れって奴に凄く弱いけれど。
　明日は笑って、
　「ＳＡＹＯＮＡＲＡ」
　が言えるように。
　かっこつけの年下の奴がいたって事をできるだけ憶えていて欲しいから。
　俺、もっといい男になります。
LLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLLL

　解説（言い訳とも言う(^^;)）
　え～社会人ともなると、身近な、少しあこがれていた人が結婚、
　退職ということもあります。
　なぜか私の身の回りで良い女性ほど結婚が早い気がします。
　（もちろん例外はありますが）
　そんな中での思いを言葉にしてみました。
　なお、元となった作品には「平成３年６月２８日」と言う日付が入っています。
　（実は個人名まで入っていたので、少し焦った(^^;)。）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９８０　いいむ
*******************************************************************************

　このところ、過去にないような不気味な事件が重なり、花題の引っ越しにも最近縁が
ないとあって、歌にならない。
　最近思うに、文章を自分で書いていても、自分の言いたいことがそのまま読手に伝わ
っているかはなはだ疑問である。自作の小説は自分が描いたストーリーとイメージのご
く一部を文字表現しているに過ぎない。文字で全てを伝えることはまず不可能であろう。
従って作者と読者では異なった作品になっているに違いない。出来の悪いものほどその
隔たりは大きいだろう。歯がゆく思う。
　歌が出来ないからといって、なにも書かないのでは折角の歌会に水をさすような気が
するので、今回は作文の鍛練の場としてみよう。----単なる言い訳に過ぎないか。
　引っ越しには荷造りが欠かせない。トラックにタンスなどを載せ、ロープで括っても
下手だと、走行中に緩んでしまう。そこで南京結びというのがある。これなら緩まない。
この結索法の文章マニュアルを作成し、作文の練習にしようと言うわけである。
　その前に、この結び方はトラックなどの荷の固定用で、荷台の煽り（両側面と後ろに
ついている壁板）の下についているロープを掛けるダホ(フック)が必要です。
　　　　　　　　　　　　　　関東南京　　（文章マニュアル）
　１、荷台に荷物を載せ、古毛布などで養生した後、ロープの一端の固定輪をダホ（フ
　　　ック）に掛け、荷の上に渡して反対側にロープのとぐろ巻きが来ている。
　２、荷台に向かって路面に立ち、荷から垂れ下がっているロープの中間を左手指で摘
　　　む。なお、摘む位置は上流から垂れ下がったロープが、胸の辺りで上方にＵター
　　　ンして立ち上がった眼の高さ位が目安。
　　　左手指から下がった２本のロープを右手で握ると、右手親指人指の上に小さなロ
　　　ープの輪ができる。
　３、輪の上流側のロープを鼻の高さで左手で握り、その左親指の上に右親指をもって
　　　くると、上流の縦のロープの上に右手ロープの輪が水平に交差している。
　４、左手のロープで右手のロープ輪をグルッと上からひと巻きして殺す。ひと巻きで
      十分だが、ふた巻きすればなお完全。その後、右人指で左手のロープの巻き目を
      一緒に押さえると安定する。
　５、左手をロープから放さず緩めて下方に滑り下ろし、その下端で反時計回りに８の
　　　字に捩じる。左手をそのまま今できた輪の中に突っ込み、その下にあるはずの下
　　　流のロープを優しく左手指の輪で包み込み、引っ張り出す。
　６、引っ張りだして出来たロープの輪を荷台のダホに掛ける。左手を放して腹の辺り
　　　に垂れ下がっている下流のロープに持ち替え、ゆっくりと引っ張る。なお、右手
　　　指は相変わらず、ロープの巻き目を固定したままにしておく。
　７、左手でロープを引っ張っていくと、右手を外しても巻き目は崩れなくなる。
　　　そこで、左手のロープを両手でさらに引っ張りこむ。強く引っ張りすぎるとタン
　　　スが壊れるので注意して下さい。
　８、十分な張力を得たら、そのロープをダホに１回巻きつけ、下流のロープのとぐろ
　　　巻きを、タンスの上越しに投げて、トラック荷台の反対側に渡してやる。
　９、２番以降を繰り返す。
１０、最後の最後はダホなどに巻き結びで固定する。
　　　なお、一番最初にダホに掛けるのはもやい結びで輪を作るか、巻き結びで繋ぐの
　　　がいいでしょう。（もやい、巻き結びはアウトドア派の必須結索法だが、ここで
　　　は省略）
　どうでしょう。ご理解いただけたでしょうか。実際にやってみて下さい。トラックの
　ダホ（フック）はなくても、それに似た代用品があれば結構です。あとロープか太い
　紐ですね。
　やってみて、その結果のレスなどもらえれば嬉しいです。
　どの程度正しく伝達されたでしょうか。
　似たものに関西南京もあるが、わしゃ知らへんで
　課題：上のマニュアルを一歩進めて、韻を踏んだ文章マニュアルにする。
　　　　お絵描き歌ならぬ、お結び歌ですね。
　難題：上のマニュアルを２歩進めて、３１文字あるいは１７文字に圧縮する。
　　　　これはまず無理だろうから、連歌でもよいか。
　できた方は是非　Liter ボードにアップしてみて下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６２８　ＭＯＫＥ
*******************************************************************************

＞Ｔａｍａｎｅｇｉ 　この煎餅、やけに毛が生えてるな、カビかな。
　　　　　　　さん　 なんだちがった、黒ねこヤマトのねこせんべいだ。
                                                  （尾も白くない）
　　　　　　　　　　 ネコ踏んじゃったなんてもんじゃないねこりゃ (¨;

＞夢世輝人さん　　　 よっつの小節からなるロンド風アダージョ
　　　　　　　　　　 引っ越しの片付けが済み、カーテンのない窓ガラスと畳だけ
　　　　　　　　　　 の部屋に独り佇む。一体とも思えた畳の染、肺と繋がってい
　　　　　　　　　　 たはずの室内の空気。部屋を発たんとする今、部屋の息吹は
　　　　　　　　　　 無機質となって隔絶する。旧屋は見知らぬ人を迎え緑新たと
　　　　　　　　　　 なり、我は新しい空間に入り温風を巻き起こす。
　　　　　　　　　　 まるで、離婚と再婚だ。ｫｨｫｨ 

＞いいむさん　 　　＞明日は笑って、「ＳＡＹＯＮＡＲＡ」が言えるように。
　　　　　　　　 　　そう、確かに難しい　(ﾟ-ﾟ)(｡_｡)(ﾟ-ﾟ)(｡_｡) ｳﾝｳﾝ
　　　　　　　　　 　未練タラタラでは単なるガキだ
　　　　　　　　　　 未練が見えるようではイマイチだ
　　　　　　　　　　 未練が見えないのは只の爺（じじい）だ
　　　　　　　　　　 女に未練を探しださせるのが色男だ
                     逆転劇を演じるのがヒーローあるいは敵役だ
　　　　　　　　　　 それには優れた洋画を観るのがお勧め
　　　　　　　　　　 俺は観損なってしまった故の悲しい性（さが）
                   ＞なぜか私の身の回りで良い女性ほど結婚が早い気がします
　　　　　　　　　 　Parkinson's Law じゃなかった、ケプラーの第３法則でもなかっ
                     た、ううん、なんとかの法則によれば必然的に起こる感慨です。
　　　　　　　　　＞（もちろん例外はありますが）
                     これは良い女性でも少しは売れ残っているといいたいのかな、
 　　　　　　　　　　それとも、良くない女性でも結婚が早いこともなかにはある
　 　　　　　　　　　と言いたいのか、おいらの判断に迷うところである。むんふ～
　　 　　　　　　　　いがＰ風つっこみ　なんちて
　お蔭さまで、ごちゃっぺ歌会も１２回も続けることができました。いままでの参加者
を数えてみたら１７名もいらっしゃいました。思っていた以上の多さに感激です。
１７名の方のイニシャルを１字ずつ取り、並べ変えてみたら
　　　　　　　　　　Ａ　ＤＩＳＫＹ　ＣＯＭＥＴ　
となりましたが、意味不明です。１１文字の順列組み合わせは４千万通り近くもあるか
ら、もっといいのができそうだ。しかし俺も相当ヒマじゃのお。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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　ハルマゲドンなど信じはしないが、このところ世の中が怪しくなってきた。
円高、不景気、サリン、既存の金儲け主義を越えたような不気味な宗教、テロ、
いじめ、天変地異。
　人間が作ったバブルに喜んだかとおもえば、これまた人間によって作られた円高の
数字の魔術で民人は不景気に苦しむ。それに続くだろう失業、政情不安、治安の崩壊。
　よくは分からないが、戦後教育によってこれらの状況に対応する為に必要な、協調、
思いやり、情緒の安定が失われてしまっているとも言われている。
　しかし、こんな世紀末の状況や思想はいつの時代にもあったことだ。
　しかしまた、数万人もの大の大人が、何かを得るために、傍からみればわけの分から
ない宗教に呑み込まれていく事実を見ていると、自分自身も不安になってくる。
ロシアでは今まで考えられていた以上の信者がいるという。崩壊後の求心性を失った
人間社会の困惑と行き道を浮き彫りにしている。
　そろそろ桜が咲き始める頃だ。しばし浮世を離れて夜桜を見ながら酒を飲んで
世の憂いを滌蕩しよう。酒の肴に喰らうのは寿司ではなく春曲丼だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＫＥ
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                        桜吹く　宴に我の　姿なし
                        桜香に　退くも進むも　見つけたり
                        散り桜　再び咲くは　いつのひか
　故あって４月の内に辞表を出してしまいました。自分を捨ててでも残って
いれば、花見が出来たのかも知れませんが、そのような花見など楽しくは
ないでしょう。しかし世間では楽しい花見の季節なんだろうな、とも思います。
　桜の香りがする頃、人は新しい生活に入って行きますが、私は出てきて
しまいました。しかし、これは退いたようにも見えますが、違う意味では
新しい生活に入っていく事（進み）でもあると思います。終わりは始まりに
つながります。物事というのは本当に表裏一体ではないでしょうか。
　桜はいつか散ってしまいますが、それで終わった訳ではありません。
生きている限りいつかまた、華開くための力をためていけるのです。
いつ開くか解らなくても力をためているのでしょう。自分もこうありたいと
思います。一度散ってしまった花びらはもとに戻せませんから、次の為に
新たな活力を蓄積していかなければと思います。
　おそらくこの歌会に栃木から参加するのは最後になると思います。岐阜に
戻ったらなかなか参加が出来ないと思いますが、人の温もりを求めて（？）
顔を出すこともあるかも知れません。その時は宜しくお願いしますね。
夢世輝人
******************************************************************************

　　散りて立つ宴の後の親のごと
　　夜桜や遠吠ひとつ過ぎ行きぬ
　　颯爽と桜吹雪かしバイシクル
　　桜花昼に恥じらぎ夜に華やぎ
　　　 字数だけはそろえたぜ、カッコいいだろ　(^^ゞ 

　　　　　　　　　　　　　　　　１６２８　ＭＯＫＥ
******************************************************************************

　どうも。お久しぶりの和尚です。
　今回は参加させていただきます。お題も解りやすいと言う事で。
　和尚初の散文形式の詩を試みようかと。
---------------------------------------

　桜の樹　道の区切りに　立たずみて
　散る花びらに　映る過ぎし日
　桜の根元　越えて行く時
　くり返し　それは終わりと　はじめにて
　残したるもの　新たなるもの
　この身とて　いつかは花に　姿変え
　風の吹く間に　散て消えゆく
　振り返り　過ぎし桜を　指折らん
---------------------------------------

　桜の花が咲く時は、別れと出会いとが重なっているような気がしま
す。かく言う私も、この春には、２年間の研修医の暮らしから、別れる
時が来てしまいました。
　別れたくない人も、もう会えないかも知れない人も居ます。
　そういう時に、風の一吹きに散ってしまう、桜の花が良く似合うのか
も知れません。
／ＳｙＤ和尚(Sido-Osyo)

******************************************************************************

                桜
                                ＫＡＮＡ
桜のひそやかなつぼみが枝にかいま見えるころ
私は恋をしました.

まだ雪すらも舞い降りる　寒い頃でした.

そのつぼみと同じように
誰にも気づかれぬひそやかな芽を持ったのです.

桜のつぼみが膨らむころ
私はその恋が真実だと実感しました.

街の人々が徐々にｺｰﾄを脱ぎ始めた頃でした.

膨らみがだんだんと増すのが
自分でもとてもよくわかったのです.

桜の花が咲き始めたころ
私の恋は　心の隅々に咲き誇りました.

人々が染井吉野の根元に集う頃でした.

まるで本当に気高く誇るように
私の心のすべてを　占領しつくしたのです.

桜の花が散り始めたころ
想いは溢れんばかりになりました.

春の嵐が吹き荒れた頃でした.

私も地面をめがけ舞い散る花びらのように
行動を始めたのです.

そして
桜の木々が葉を繁らせ　花も姿を消した今
私は決心しました.

人が桜を見向きもしなくなったこのごろです.

誰にも見向きもされない私が
あなたに告げる　勇気を持ったのです.

さながら　次に咲かせるつぼみを内に秘めた桜のように
私も花を咲かせ　潔く舞い散ろう　と.

そして桜とともに...

---------------------------------------------------------------------------

おひさの参加です。よろしくお願いします。
･･･ちょいと意味不明ですねぇ。
ｺﾞﾛを合わせるのがたいへんだったﾗｼｲですよ(ｫ（え？合ってないって？ｲﾔ～ﾝ(;_;)）
葉が散るころには、いったいどうなっていることでしょうね(^^;;。
まぁ　また「桜の木のしたには死体が･･･ｳﾝﾇﾝ」でｵｶﾙﾄ路線で
いこうかとも思ったんだけど･･･(^^;;

今回は純にｷﾚｲなｲﾒｰｼﾞでいってみました。
はてさて、これが掲載されるころに告げてなかったらﾊｽﾞｶｼｲぞぉ(^^;;。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2055 ＫＡＮＡ
******************************************************************************

＞夢世輝人さん　　この作品を貰ってから、はやひと月近く。
　　　　　　　　　今は漠然としているかも知れないが、
　　　　　　　　　きっと大望を持っているんでしょう。
　　　　　　　　　折々の知らせ、吉報を待ってます。
＞ＳｙＤ和尚さん　久々の和尚様の参加が心強い。
　　　　　　　　　空間を時間に置き換えた散文詩ですか。
                  ひとつひとつ思い出を噛みしめているのでしょう。
　　　　　　　　　花は哀しい美しい。咲いた喜びのすぐ後ろに散る定めがある。
　　　　　　　　　咲かずに散るかも知れないが、咲くを待つ人の身の幸せ。
　　　　　　　　　医師という大変な仕事に忙殺されても、ふぁみりーねっと
　　　　　　　　　特にごちゃっぺには(^_^; 末永く御参加願います。
＞ＫＡＮＡさん　　久々のＫＡＮＡさんの参加が嬉しい。
　　　　　　　　　時の移りとともに二乗曲線を描く恋の炎。
　　　　　　　　　強烈な印象のもと、時は静かに激しく刻みゆく････････。
　　　　特別企画------花題公募
    　    花題を決めるのにも結構骨が折れるんで、
　　　　　次回分は特別に花題を募集します。
　　　　　５月３日まで　1628 ＭＯＫＥ まで MAIL にて
      　  複数の場合は（ﾊﾃ、それは望み過ぎか (^^ゞ）、独断で決めちゃうよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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　　　　　　　　 　ｻﾂｷ                         ﾊﾗﾜﾀ
　　　　江戸っ子は五月の鯉の吹き流し口先ばかりで腸はなし
　　　　あっしは江戸っ子じゃねいが、身につまされる狂歌だねえ。
　　　　こうも雨ばかり降ってちゃ折角の幟も鯉の滝上りになっちゃうね。
　　　　まあ、かえって縁起がいいか。(~_~;

　　ガチョ～ンとはコミックジャズバンド『クレージーキャッツ』の谷啓が発した
　有名なギャグだが、若い人のなかには知らない人もいるかもしれませんな。
　これはボケをかました後などに使うのだが、一例を上げて説明しましょう。
　　　村井氏刺殺の後での上祐氏の会見では-------------------------------

    -------------------------------------------------------------------

    --------------------------------------------------------------------

    ----------------------------------------ううん、面倒くさい、や～めた
    　　　　　　　　　　　　　　　とにかく、ガチョ～ン　だ　　　ＭＯＫＥ
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　　　　　　　　　　　　　　『　白　板　』
　大学の友人南角広海はあぶない奴である。出席の代返は俺などの仲間にやらせる。
その割りには俺なぞより成績がいいのはどういう訳だ。そして就職もいいとこに内定し
た。それでも、ちょっとの間の腰掛けのつもりさとうそぶいている。厭味に聞こえるが、
普段の奴を知っているので、本当にその積もりなのだろう。学費はもっぱら麻雀で稼い
でいた。俺もカモの一人に違いないが、僅かなものだ。ほとんどは新宿あたりの雀荘で
おじさん連中を相手に学費と生活費を集めていたようだ。前に散々カモにした相手にた
またま出くわした時にも、また相手をしてくれと頼まれる。奴は会話術に長けている。
絞り上げた分だけ、相手をくすぐって持ち上げたり、豊富な話題で楽しませたりしてく
れる。一方、ヤクザ相手にイカサマを発見した時には、そしらぬふりをし、ちょっとし
た隙を見て、下家のヤクザの点棒箱から千点棒を２本抜き取り、ラスを免れたこともあ
る。ついでに別れ際に財布から何枚か抜き取ってとんずらする荒技もした。これは本人
の弁なので、どこまでが本当のことかはわからない。とにかく口八丁手八丁で変幻自在
だ。これだから、女にもてない訳はない。そして、別れ方も実に上手い。付き合ってい
るうちにだんだん相手のボロがみえ、嫌になったり飽きがくる頃になると、どういう訳
か、相手の方から自然に離れてくれるという。お前は口が巧くてずるい奴だというと、
そんなことはない、俺はいつも本気で真面目だ、相手の方から別れたいというんだから
仕方ないだろうと言い返す。本当は振られたんで腹いせに、こちらが嫌になった頃、と
強がりを言っているんだろうと勘繰りもするが、本当のところはわからない。世の中を
順調に調子よく渡っていく男に限って、いつか纏めてひっぺがえしがくるもんだ、女と
いう生き物は生命力が強くて直観力が鋭い。かつての女たちの全ては調子のよい奴の中
にある欠陥を見抜き別れたのに違いないと嫉妬も起こってくる。そんな奴が事業を起こ
し、今では百人もの社員がいる中堅企業の社長に収まっているのも世の中は不思議だ。
　大学に入ってそろそろキャンパスにも馴染んだ頃、登校すると門の前で３人の男が手
に手を繋いて横に並び俺の入門を妨げる。『さあ、行くぞ』と南角が有無を言わさず、
俺の腕を引っ張った。行き先は決まっている、南角の安アパートだ。そしてやることも
決まっている、麻雀だ。今朝別れたばかりなのに。夕べは俺もついていて、かなりの大
勝ちをしていたので、断りにくくついて行くしかなかった。南角はだらしのない奴だ。
だが、麻雀に関しては大変な努力家だ。すぐ始められるように、点棒を１、２、４、
１０本の４組にゴム輪で束ねてある。右手指はタコができ、暇さえあれば盲牌、山積み、
積め込み、エレベーターやずらしの練習をしていた。その頃は技も拙かったし、仲間内
ではやらないと宣言していたので、皆もそう思っていた。
　夕べの貯金で、勝ちに行く気力がないのとと連日の疲れもあって、和了に恵まれない。
ひとつ中をポンした所で、出来上がりの大三元の間二萬待ちで聴牌。すかさず二五萬待
ちに変わり、役満和了を確信した。が、だらだらと無駄自摸を繰り返し、結局流局寸前
で満貫に放銃した。大物手ができるのだが、あと一歩の所で和了までいけない。こうい
う時はツキがないし、放銃の数も多くなる。これでムキになると悪循環になるばかりで
ある。こういう時は自重する他はない。耐えがたきを耐え、忍びがたきを忍び、ひたす
ら相手の捨て牌に注目し、高い手にふらないことである。そして、チャンスを待ち、安
手でもあがれる時はあがる。しかし、自摸り殺され、罠にはまったりしているうちにマ
イナス１００の大台をはるかに突破し、その倍にも届く勢いだ。情け容赦はない。それ
どころか狙い打ちにされ、昨日の勝ちどころではない。もう嫌になってやめて帰りたく
なった頃、荘家でツキが廻ってきた。早いうちに国士無双一向聴となった。ヤオ九牌が
入れば役満の聴牌だ。特に白が入れば国士無双１３面待ちとなり倍役満だ。ところが白
はすでに３枚が河に捨てられている。他の３人も疲れで集中力がなくなっている。なん
でもいいからとにかくなにか早く持ってこい。３巡が虚しく流れた。イライラが募る。
やっぱり駄目かと諦めた時、ヌルッと滑る盲牌の感触にドキッとした。ヤッタ、１３面
待ちの聴牌だ。心臓が高鳴るのがわかる。しかし、表情に出してはお終いだ。しめた、
誰にも悟られていないようだ。荘だから９万６千点＋ご祝儀＋トップ賞でかなりのマイ
ナス補填ができると瞬間的に皮算用をする。安全牌に取っておいた八筒を捨てる。声が
ない、しめた、残り４巡、いける！一九字牌、誰でもいいから捨ててくれ。中張牌ばか
りだ、駄目か。聴牌後の第一自摸、六萬、目をつぶって捨てる。通った(>_<; 

２巡目、３人共に警戒する風もなく、あっさりと自摸切り。
汗で濡れる指で第２自摸、気迫の籠もる指遣い。
『やったあ！　純正国士無双１３面待ち！』
声をあげて、牌をマットに叩きつける。
３人が突然の歓声に顔をあげる。
最後の自摸牌は白であった。
『----------------？』
『ガ・チョ～ン』
南角としたことが。
なんと予備牌が混ざっていたのであった。
この直後に成された討議とその結末についてはご想像にお任せします。
　　　おおっ実にク・ダ・ラ・ン　　スンマセ～ン　m(_｡_)m　　　1628　ＭＯＫＥ
*******************************************************************************

　ど～も★
　毎度お世話になってます。いいむです。
　久しぶりに歌会、長文の部に参加したいと思います。
　かなり長いですね。すいません。
　もし掲載するのに長ければこれは省いてしまっても結構です(^^;)。
　ではでは。
                                「力の言葉」
　西暦２０５８年、地球人類はアルデバラン星人の侵略を受け交戦状態にはいる。
　しかし地球軍先鋭部隊大アジア連合国軍の活躍により、戦況は逆転し地球軍が
　アルデバラン星に総攻撃を仕掛けるのも時間の問題となっていた。
　１・アルデバラン星軍本部
　「誰か、この状況を打破できるものはおらんのか！？」
　軍本部総司令の檄が飛ぶ。しかし敗戦の色は濃厚であり、今更状況打破は出来
　ないことは総司令本人も十分承知していた。
　「総司令……。」
　軍幹部の一人がおずおずと口を開いた。
　「我が部隊のものが地球人を倒す良い方法を見つけたそうなのですが……。」
　「おぉっ！それはよい！」
　総司令の瞳に炎が宿る。
　「して、いかなる方法なのだ。」
　「は、『力の言葉』と申しまして地球人、特に大アジア連合国の者に効くそうです。
　　なんでも、その言葉を聞いただけで貴奴らは手足を痙攣させながらバタバタと倒
　　れるそうです。」
　「む、それはよい。」
　「総司令。」
　それまで黙って聞いていた若手将校が口を開く。
　「ならば、和平交渉と偽り、敵の作戦本部でその『力の言葉』とやらをつかいま
　　しょう。この際卑怯と言われても、惑星存在の危機なのです。」
　「そうだ。我がアルデバランの存亡がかかっている。……そうだ、この偽りの和平交
　　渉の会見を貴奴らの本星まで転送し地球人を皆殺しにしてしまうのだ。」
　老軍人はアルデバランの宇宙（そら）を埋め尽くすほどの地球艦隊を見上げニヤリと
　笑った。
　２・ニケーイータ軍曹自室
　「ねぇ、ニーケ。本当に『力の言葉』は効果があるの？」
　ニーケ軍曹は、フィアンセであるウォンファーの呟きを聞いた。
　「ああ、完璧さ。」
　ニーケ軍曹は自信たっぷりに微笑んだ。
　「ボクの集めた地球人の資料の調査の結果は間違いない。……それともキミはボクの
　研究が間違っていると？」
　フィアンセを軽く睨んで、ニーケ軍曹は再び優しい微笑みを取り戻す。
　「大丈夫、きっとうまくいくさ。発音だって完璧だしね。」
　そうして、ゆっくりとニーケ軍曹はウォンファーの顎を優しくなぞり、唇を重ねた。
　３・地球軍総司令旗艦大アジア連合国軍「大和」艦内
　今まさに、アルデバラン星からの連絡船のハッチが開こうとしている。
　大和艦内には大アジア連合国指導者ナツガキ、北米帝国責任者カーク、欧州連邦代
　表サンダー等地球の主な指導者達が集まっていた。
　モニター越しにそれを確認したニーケ軍曹は低く笑った。
　「ウォンファー待ってろよ。俺はアルデバランの歴史に残る英雄になってやるぜ。」
　そんな呟きと同時に、ニーケ軍曹が降りてくる階段にスポットライトが当たる。
　この模様はアルデバラン星からの申し出で地球上の各電波で映像、音声により放送さ
　れるのだ。
　ハッチが開きニーケ軍曹の姿が現れると、地球人内に微かなざわめきが起こる。
　予想していたものよりかなり若い使者に対してのものなのだろう。
　ニーケ軍曹は胸を張ってマイクの前まで進んだ。
　そして唾を飲み込み、日本語で『力の言葉』を言った。
　
　「がちょ～ん！」
　４・大アジア連合国首都東京（トンキン）
　西暦２３１１年、ここ大アジア連合国首都東京の軍司令部本部前にはブロンズ像が
　建っている。その前のプレートにはこう書かれていた。
　『アルデバラン星の和平使者ニーケ軍曹、和平のために地球文化、特に大アジア連合
　　国日本州の文化「ワライ」を研究した功績を認め、ここにその栄光ある姿の像を建
　　立する。』
 -=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-

　久しぶりの長文参加となります、いいむです。
　オカルト（虫）､サスペンス（透き通った､透明）､トレンディー(笑)（苦しくない）
　と来ましたので、ＳＦで作ってみました(笑)。
　長いのはいつものことなのでご勘弁を＞ＭＯＫＥさんごめんなさい。m(__)m

                                                ID:1980　いいむ
******************************************************************************

　いいむさん、実に下らなくて且つ難儀な花題に付き合って頂いて感謝に堪えません。
いいむさんはたまたま『力の言葉』と表現したが、おいらは今回のことで全てを切り裂
いてしまう『かまいたちの言葉』だと思い知った。悲壮感こそ薄いが、森羅万象の成り
立ち、過去の営み歴史を切断し、あっけにとられた直後に無気力感を催すハルマゲドン
的デカダン的オノマトペと理解しました。こうしてみると、一見なにもないような言葉
だが、実はそこに深みがあった。さすがに流行語になっただけのことはありますなあ。
　実はこの花題はほとんど投げやりな気持ち、なんでもいいんだから、いろんな作品が
できるだろうな位のことで決めたが、やってみるととんでもなかった。まるで歌や句に
はならない。もともと擬態語や擬声語を花題にするなど無謀なのだが、無理があった。
  ニーケ軍曹が『力の言葉』を言った時、地球人は身体全体でＳ字あるいは§字型にな
りながらナヨナヨナヨと崩れ落ちていったことだろう。
オカルト、サスペンス、トレンディー、ＳＦの後になにが来るのか楽しみです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　　ＭＯＫＥ
-番号- -年月日- - 時刻 - -書込者- -ﾚｽ番号- -タイトル-

00678  95/06/06 20:26:51 1628              ごちゃっぺ歌会 作品募集
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　    　　　   第 １５ 回　ごちゃっぺ歌会　作品募集    　　　　　　■
　□　　　            ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　  　　　　　　□
　■　花　題　：　　　　　　　　豆　　腐 　　　　       　　　　　　　　　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　締切り　：　９５年　６月２５日　頃　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで 　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　発　表　：　９５年　７月　１日　頃　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■
  □                                                                      □
  ■　　＊　作品にはＩＤ番号とハンドルを併記して下さい。                  ■
  □    ＊　的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。        □
  ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　　　ちょっと時期が早いが、冷奴を食べたい。
　　　すこし汗をかいた後、醤油もかけないで冷たい豆腐をつるっとやるのも
　　　さわやかで美味だ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＫＥ
-番号- -年月日- - 時刻 - -書込者- -ﾚｽ番号- -タイトル-

00683  95/06/14 20:09:36 1628              がちょ～ん　の　神髄
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 　 　□
  ■ 　　     　　第 １４ 回　ごちゃっぺ歌会　ついか発表   　　　 　　■
　□　　　　  　　                                        　　　　    □
　■　         　 花  　題　：　　　ガチョ～ン　　　　　　　 　　 　　■
　□　                                                     　　　  　 □
  ■                                                 　　　 1995.6.14 ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
がちょんられ　おもはずぽけの　やくたたず
雷鳴を　寂しく聞くや　一人酒  ちょんがー ｶﾞﾁｮﾝ も　むなし響きか
ガラス窓　散れる雨滴に　呼んだ恋
凝　斗　憐
　
最後の句は　　が　　ち　　よん　　です。
*******************************************************************************

第初番＞　ぴしゃりと決まった『がちょ～ん』には返せる言葉もない。
第次番＞　独りちょんがー部屋で『がちょ～ん』とやっても只只虚しいばかりだ。(-｡-;

　　　　　　　天　上　天　下　唯　が　独　ち　ょ　ん
第末番＞　いい感じだったのに(;_;)　ちょっとしたミスで百年の恋も-------

          ガラス越しに『がちょ～ん』と叫んだら、少し氣が晴れた。
　　　　　いや違うな、失礼コルトさん。外国恋愛映画のいちシーンかも。
　　　締切りに少し遅れた作品です。ここに追加発表させて頂きました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
00705  95/07/01 08:12:35 1628              ごちゃっぺ歌会 発表
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 　 　□
  ■ 　　     　　第 １５ 回　ごちゃっぺ歌会　発表　　　   　　　 　　■
　□　　　　  　　                                        　　　　    □
　■　         　 花  　題　：　　　豆　　腐　　　　　　　　 　　 　　■
　□　                                                     　　　  　 □
  ■                                                 　　　 1995.7.1  ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
はじめまして。金魚鉢Bです。歌会初参加です。どうぞよろしく。
　　　　　　　初夏や　ビール　枝豆　冷や奴
　ホントは「初夏」というには遅すぎるのでしょうが、感じがでないのであえて使いまし
た。今はちょっとうす寒いけどビールのおいしい季節になってきましたよね。ビールにゃ
やっぱり…
　　　　　　　見ては替え  とうふ１丁　選びおり
　スーパーに行ったら、棚の奥～の方まで手を突っ込んでとうふの日付を調べてる若い女
性がいました。買ったのは１丁。
　旦那さんと二人で囲む彼女の食卓が目にみえるようでした。
　まずはこれにて。お粗末。　　　　　　　　　ID2078 金魚鉢Ｂ
*******************************************************************************

　　　絹の肌舌に震えて冷や熱し水にしなやか白魚の指
　　　　　　　　パックが出回る前は水槽に入れて売られていた。鍋を持って
　　　　　　　　行くと、そこに豆腐をすくって入れ、水も入れてくれる。
　　　　　　　　　かつて家の筋向かいに豆腐屋があった。冷奴を食べたら、ちょっと
                年上だったが、そこの看板娘の透き通るような白い指を思い出し、
                娘が触れた辺りの豆腐の絹目の舌触りが冷たくもあり、熱くもあった
                というまだ純情な頃のことでした。ﾍﾍﾍ
　　　手抜きだぞ大切り豆腐のなめこ汁喉元過ぎても角熱地獄
　　　　　　　　なめこ汁の豆腐は小さめのサイコロがいい。それなのに大きくて
　　　　　　　　その上沸騰寸前。これは愛情の衰退だ。こんなの作ったのは誰だ。
　　　　　　　　うううっ、内緒、内緒。白魚のような訳にはいかない。
      豆腐など相手にするな石頭鼻でせせらう柳の蛙　　　　戦豆腐 (ｵﾉﾉｸﾄｳﾌ)

　　　　　　　　豆腐の角に頭をぶつけて死んじまえというのと、柳に飛びつく
　　　　　　　　根性蛙を見て奮起した小野道風のパロディと駄洒落の合わせ技(^^ゞ
                                                     　　1628  ＭＯＫＥ
*******************************************************************************

　　このところ、ごちゃっぺ歌会を発表する度に思うことがある。ついに今度は参加者
　が皆無で駄目かなと思っていても必ず救世主が現れてくれる。今回もそうでした。
　　　　　　金魚鉢Ｂさん！！！　　ありがとう！！！ (*^_^*)

　第１句 　１杯目のビ－ルのつまみはさっぱりしたものがいい。豆腐、枝豆、味噌、
　　　　　　醤油、それにつけても大豆は偉大だ。うっすらと塩の効いた枝豆は最高
　　　　　　ですねえ。
　第２句　　同じ買うなら、より新鮮で形の良い物を選びたくなる。その気持ち分かり
　　　　　　ます。その若奥さんも形を崩さぬように注意して選んだのでしょう。
　　　　　次回は大勢の救世主が出現することを切に願うものです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
-番号- -年月日- - 時刻 - -書込者- -ﾚｽ番号- -タイトル-

00706  95/07/02 11:41:04 1273               間に合わなかったか
　ＭＯＫＥさん、ごめん。次回はちゃんとだすね。
　金魚鉢Ｂさん、はじめまして。時々現れる、和尚です。
　もっと、金魚鉢さんの詩が読みたいので、書いてくださると嬉しいな
あ。感想は、出遅れた感があるので、今回はパスです。
／ＳｙＤ和尚(Sido-Osyo)

00713  95/07/05 05:45:38 1628              ごちゃっぺ歌会  追加発表
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 　 　□
  ■ 　　     　　第 １５ 回　ごちゃっぺ歌会　ついか発表   　　　 　　■
　□　　　　  　　                                        　　　　    □
　■　         　 花  　題　：　　　豆　　腐　　　　　　　　 　　 　　■
　□　                                                     　　　  　 □
　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
　そうですか。今回は「豆腐」ですね。発表の締め切りに間に合うと良
いのですが。
その１)

　豆腐には　裏も表も　なかりけり
　かくありたいと　君は言い
その２)

　豆腐見て　醤油を手にし　納豆混ぜる
　信じがたきは　同じ豆から
コメント)

　よんでそのままなので、コメントは無しです。
　「こんにゃくも、裏表ないよ」
　「いや、こんにゃくは、腹黒くていけない」
　おそまつ。
おまけ)

　お金持ち　豆腐のように　モデム買い
コメント)

　これ、実話です。
　しりあいの先生は、モデムを買いに行った時、目の前でモデムを３つ
も、一度に買ってました。モデムの箱が、豆腐のように見えました。
／ＳｙＤ和尚(Sido-osyo)

*******************************************************************************

　　残念でした！　タッチの差で間に合いませんでした。
その１)　四角四面、六面玲瓏
その２)　八面六ぴ、ほんと、豆は偉大だ。
おまけ)　３つも買ってどうするんだろう。そうかホストを開設するんか。
　　　　 それともコンピュ－タ診断用。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
00716  95/07/06 21:09:27 1628              ごちゃっぺ歌会  作品募集
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　    　　　   第 １６ 回　ごちゃっぺ歌会　作品募集    　　　　　　■
　□　　　            ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　  　　　　　　□
　■　花　題　：　　　　　　　　三　　　振　 　　       　　　　　　　　　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　締切り　：　９５年　７月２５日　頃　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで 　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　発　表　：　９５年　８月　１日　頃　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■
  □                                                                      □
  ■　　＊　作品にはＩＤ番号とハンドルを併記して下さい。                  ■
  □    ＊　的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。        □
  ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　　　のもお～、きょうはとことんつきあうよ～
　　　ビ－ルを飲みながら、大リ－グオ－ルスタ－を観戦したい。でもＢＳもない。
　　　野茂の活躍が素晴らしい。バッタバッタと小気味良い。ピンチを振り切るスリル
　　　がまた一段と頼もしく、素晴らしい。今や米国で一番有名な日本人とか。
　　　日本の野茂のレベルが高いのか、大リ－グのレベルが思っていたほどでないのか。
　　　相撲の曙、野球の野茂。国技の国際化はいいことだ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＫＥ
00815  95/08/01 06:48:09 1628              第１６回 ごちゃっぺ歌会 発表
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 　 　□
  ■　　　　　　　　第 １６ 回　ごちゃっぺ歌会　発表　　　 　　　 　　■
　□　　　　  　　                                        　　　　    □
　■　         　 　花  　題　：　　　三　　振　　　　　　　 　　 　　■
　□　                                                     　　　  　 □
  ■                                                 　　　 1995.8.1  ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
           「日曜日午前１０時、快晴。」
        ただいま日曜日午前１０時。久しぶりにお日様が顔を覗かせている。
　　　休日だというのにいつもと同じ時間に目を覚ましてしまい、なんだか
　　　ちょっと損した気分でいた。庭では愛犬「ルパン」が、久しぶりの晴れ
　　　間を喜んでいるかのように走りまわっている。ルパンが庭を眺めていた
　　　俺に気づき俺の方にしっぽを振ってかけよってきた。
　　　「散歩にでも行くか、ルパン。」
　　　俺の問に答えるようにルパンは２回かん高い声で吠えた。
　　　　そして、俺はルパンを連れて近くの草野球場にいった。草野球場と言っ
　　　ても観客席やナイター設備もある、結構本格的な野球場で、日曜日とも
　　　なると少年野球や社会人のチームなどが応援団などをつけて試合をして
　　　いる。その騒がしい応援団をよそに俺はがらがらな外野のベンチに腰を
　　　おろし試合を見る事にした。試合の方はどうやら赤い帽子のチームが１
　　　点差で負けているらしい。そのせいもあって、赤いチームを応援するこ
　　　とにした。
　　　　少しの間その草野球の試合を熱中して見ていた。ルパンも俺の横で寝
　　　転がって試合を見ていた。しばらくしてルパンを繋いでいたつなが引っ
　　　張られた。最初は無視していたが何度も引っ張るので俺はルパンを叱ろ
　　　うと視線を落とした。ルパンの視線の先には俺と同じように外野で１人、
　　　野球を見ている髪の長い女の人がいた。緩やかな外野の風に彼女の髪が
　　　静かに揺れていた。そんな彼女の姿に見とれている時に、ルパンが軽く
　　　１回吠えた。彼女は名前を呼ばれたかのようにこちらを振り返った。
　　　「かわいいワンちゃんですね。」
　　　　そういいながら彼女が俺のほうに寄ってきた。
　　　「いや、あなたのほうがずっとかわいいですよ」
　　　　そんなこと言えるわけもなく、彼女の突然の行動に俺は動揺しまくっ
　　　ていた。
　　　「これはチャンスだ、神様が与えてくれたチャンスに違いない！」
　　　　神様は赤いチームにもチャンスを与えていた。
　　　最終回、ツーアウト、ランナー２、３塁。１打出ればさよならの場面で
　　　ある。俺は人生最大の勇気で彼女に声をかけた。
　　　「い、いぬ好きなんで・・・ｽｶ」
　　　「カキーン」
　　　特大ファールの音と、応援団の歓声で俺の勇気は消されてしまった。
　　　「えっ、今なにか言いました？」
　　　「いえ、何も・・・」
　　　このままじゃ駄目だ、試合が終わったら彼女が行ってしまうかも知れない
　　　なんとかしなきゃ、なんとか・・・あっ！
　　　「ストライク。」
　　　また応援団がどよめいた。　
　　　もうあとがないぞ、よし言おう。俺は史上最大の勇気で彼女に声をかけよう
　　　とした。
　　　「あの、今度よかったら犬のことについて一緒に・・・・・あれ？」
　　　振り返ったとき彼女は遠くにいた。そしてそのむこうには彼氏らしき男が彼
　　　女を待っていた。彼女は振り返って俺に手を振りその男と消えてしまった。
　　　「ストライーク、ゲームセット！」
　　　最後のバッターがヘルメットを飛ばして空振りをしていた。
　　　そして天を仰いだ。そこには夏の始まりを感じさせる青空が広がっていた。
　　　ルパンが俺の顔をじっと見て、一瞬首を傾けた。俺が頭を撫でると、もう行
　　　こうと言わんばかりに吠え出した。俺は「日曜日は始まったばかりさ」と少
　　　しばかりの強がりを言い聞かせて野球場を後にした。　　　
                                                        ３０５６　かわまし
  -------------------------------------------------------------------------

　　　　
　　　こちらも久しぶりになってしまいましたが、ごちゃっぺ出展作品第２作目が
　　　完成しましたのでお送りします。
　　　来月はもっとやさしいお題を・・・・おねがいしやすm(._.)m　
*******************************************************************************

は～い、金魚鉢Ｂです。よろしくお願いします。
今回のお題は「三振」、え～っ、そんなの作れるかなあと
思いましたが、結構できました。意外に楽しかったです。
１　まさかりの斬れ味鋭し　ただ三旋　それ以上でも
　　それ以下でもなく
２　呪文あらたか　落ちるシンカー奪三振
３　２ー３　一瞬静まる　スタジアム
４　補球音　高く響きて　打者交代　
５　ミット打つ　快音ひとつ　それがピリオド
６　ピッチャーはワルツがお好き　３つ３つで試合が終わる　
1…まずはMOKEさんにならって、野茂を。
2…個人的趣味で桑田。でも、「おそるべき二十歳」と呼ばれていた
　ころのほうが好き。
　桑田もシャアも、二十歳の頃が良かった。（意味不明）
3…「あと一球」の緊張感。三振か、さもなくば…
4…ミットに収まる時の、ﾊﾟｼｰﾝて音がいいですよね。
5…最後の打者を討ち取る喜び。
6…投手戦だと、試合が３拍子で進むと思いませんか。３球で打者交代、
　３人で１回終わり。
推敲不足は否めませんが、枯れ木も山のにぎわいと思って、この
ままお送りしています。どうぞよろしく。
           ID2078　金魚鉢Ｂ
PS.応募状況はどんなもんでしょうか。またあたしだけってことは
　ありませんよね…。
*******************************************************************************

　毎度。「三振」って、べーすぼーるだよねぇ。やっぱり。日本語で言
うと、ヤキューなんだけど。むずかしい。
作)

    味見して　小首かしげて　初料理
    塩を片手に　三ど振りして
コメント)

　三振の文字が入っているでしょ。
　これで、勘弁です。
／ＳｙＤ和尚(Sido-Osyo)

*******************************************************************************

　　　我が家族三人揃って三振党　　　　　　鳶はほとんど鷹を産まない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　我等が家系図、全体どこを見渡しても
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　均一平等に冴えないねえ　(>_<;

    Crutter thumb thing cozy sea raise　　　　　　　　 　
　　Cheese eater error were yeah more know go to see     深読厳禁  音読推奨
    You show line were foul car near talk                辞書引無意味
    Guts tenor eight cows in Mars is gone                   

    Oh! kilometer in gas   Oh! Korea tigers              ぱぴよんさんの
　　Rock all Russia who care railroad                    六甲おろしに
    The Sun sings something  The Sun sings hang thing    啓発されました
                                                  1628  ＭＯＫＥ
*******************************************************************************

　　今回初めての投稿となります、ぱぴよんです。
　　俳句や短歌、詩といった物は、学生の頃に宿題で書かされた以外は
　まるで書いたことがないので、これが初めて自主的に書いたものとなります。
　　しかも、うまい題名が浮かばないので、無題です(^^;;

　　そのようなわけで、非常に拙いものではありますが、
　軽く流す程度にでも読んでいただければ幸いです。
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
        何かに一生懸命になればなるほど
        誰かを喜ばせたいと思えば思うほど
        そんな気持ちと裏腹に
        結果はいつも空振り三振
        恥ずかしさにいたたまれなくなる程の
        空振りの連続
        眠れないほどの悔しさと恥ずかしさの中で
        記憶は何度もその瞬間を繰り返す
        弱くて無様な自分を見ながら
        弱い心が囁きかける
        もう打席に立たなくていい
        ただ黙って静かに静かに流れを見ていよう
        何もしなければ何も起こらないのだから
        こんな惨めさを味わうこともないのだから
        それでも朝を迎えると
        そこからいつもの繰り返し
        もどかしさと苛立ちにさいなまれながら
        空振りは続く
        打球を空へ、広い世界に放つまで
        いつかやってくるその日を待って
        そうして今日も
        私だけが空回り
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
　　三振といいますと、今の旬はやっぱり野茂なのでしょうが、
　私の場合、三振・・・三振打線・・・阪神打線・・・ということで、
　ついつい打てない阪神打線を連想してしまうのでした。
　　ダメ虎とか言われ続けているけれども、いつかはきっと・・・
                                六甲おろし歌いてぇ～（笑）
                                ２０６１　　ぱぴよんでした
*******************************************************************************

　                              ４回目のチャンス
                        　　～三振の次にあるものは～
　「なに？こんな洒落た店に呼び出すなんて？」
　「別に」
　「どうしたの？元気ないじゃない。あっ、さてはまた振られたな？」
　「またって言うなよ」
　「でも…二十歳になってから３回目ね」
　「…そのうちの１回は誰だと思ってるんだよ。忘れたのかよ」
　「……。」
　「……。」
　「…あの時は…。」
　「もういい。忘れた。そっちも忘れてくれ」
　「へぇ、ずいぶん大人になったじゃない」
　「気持ちだけはね」
　「でも、絶対次はうまくいくよ。私…何かそんな気がする」
　「どうして？」
　「だって、私と付き合ってる頃よりいい男になってるもん。それに……三振って
　　言葉は聞くけど四振なんて言葉はこの世の辞書にはないから……」
                                                ……Fin……
　.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･
　【解説】
　三回空振りしてＯＵＴ…しかしそのバッターは次の打席には必打を信じて再び
　バッターボックスに立ちます。
　「三振」と言うテーマはなにか終わりを意味するものというイメージが強い気が
　するのですが、何とかそれを払拭したいなと(笑)。
　で、「野球」と切り放してなにか作ってみたいと思いました。
　女性の最後の言葉（オチ）は少しひねりを聞かせたつもりなんですが(^^;)。
　はっはっはっはっは駄文ですね(爆)。
                                        Id:1980 / いいむ(I2mu)

*******************************************************************************

　　は～なざ～かり、花ざかり～　 いよいよごちゃっぺも賑わってきましたよ(*^_^*)

＞かわましさん　　草野球ならダブルヘッダ－どころか一日に何試合もできる。
　　　　　　　　　いくらでもチャンスはあるさ。
＞金魚鉢Ｂさん　１・『三旋』はやはり剛碗を３回旋回させるという意味なんでしょう
　　　　　　　　　　　ぴったし三球三振　それ以上でもそれ以下でもなく
　　　　　　　　２・呪文　投げる前に十字を切る投手がいる。あれはサインなんだ
　　　　　　　　　　ろうが、僕はクリスチャンの投手だと思っていた。
　　　　　　　　３・夏の甲子園　松山商業と三沢高校の決勝、同点で迎えた延長？回
　　　　　　　　　　の裏、三沢の攻撃。？アウト　？ストライク　３ボ－ル　満塁！
　　　　　　　　　　押し出しサヨナラの可能性が十分にあった。
　　　　　　　　　　土地柄で三沢を応援していたが、敵ながらボールは投げてくれる
　　　　　　　　　　なよと思っていた。そこへ際どいボール、問題の判定。ストライ
                    クと判定され、その後結局松山商業の優勝となった。
                    あれが野球で私の息が最高に詰まった一球でした。
　　　　　　　　６・Ｔｈａｎｋ　ｙｏｕ　三振
　　　　　　　　　　沢山の作品、ありがとうございました。
　　　　　＞PS.応募状況はどんなもんでしょうか。またあたしだけってことは
　　　　　＞ありませんよね…。
　　　　　　　　前回に引き続き、大勢の救世主様を連れて来て頂き、感謝です。
＞ＳｙＤ和尚さん　　　へい！おまち　塩ラ－メン　一丁あがり　　　毎度様です
　　　　　　　　　　　三振を野球以外に当てはめるのは意外に大変難しい
　　　　　　　　　　　このメンバ－は少なかったけど、ＯＦＦ会でのＲｏｏｗさんの
　　　　　　　　　　　塩胡椒の三度振りは決まっていたよ。
＞ぱぴよんさん　　＞記憶は何度もその瞬間を繰り返す--------ううう、思い当たる
                  私だけが空回り　と思っている人は多いでしょう　実は私もその一人
　　　　　　　　　映画『パピヨン』に未だに刺さっているセリフがあります。
　　　　　　　　　『多くの時間を浪費したその罪、極刑に値する。よってお前を無期
　　　　　　　　　　懲役に処する』
　　　　　　　　　三振は浪費ではない。たとえ三振であっても、打席に立てるだけで
　　　　　　　　　も貴重なことと思うようになってきたつらい私であった。
　　　　　　　　　映画の最後のシーンで岸壁に打ち返す波が強くて、沖へ行くことす
　　　　　　　　　らできない幽閉島から逃げる為に、押し寄せる波を見続け、ついに
　　　　　　　　　何回かに一回の周期で波が弱くなるのを発見し、とうとう島から沖
　　　　　　　　　への脱出に成功。しかしその後無事に何処かに辿りつけるかはかな
　　　　　　　　　りの疑問がある状況。
　　　　　　　　　だが、バック音楽は力強くなり、そこで感動のエンディングとなる。
　　　　　　　　　阪振打線ねえ(^^;　ここが関西でなくてよかったよ。襲われそう。
＞いいむさん　　　やはり最後にはハッピーエンド物をもってこなくちゃね。
　　　　　　　　　わずか４回目で恋の獲得かあ、いいなあ。
　　　　　　　　　世の中には１６振法や６０振法があるが、----ちと違ったか。
        このところ各方面から花題に対する苦情を頂いています。安易に花題を決める
        ことが結局は自分の首を締めてしまうことがようやくわかりました。少なくとも
　　　　次回はまともな花題にしますので、よろしくお願いします。＞救世主　各位
　　　　　ごちゃっぺ歌会を２度楽しむ為にも、作品にＲＥＳ願います＞ＡＬＬ読者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　    　　　   第 １７ 回　ごちゃっぺ歌会　作品募集    　　　　　　■
　□　　　            ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　  　　　　　　□
　■　花　題　：　　　　　　　　　　海　　　 　　       　　　　　　　　　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　締切り　：　９５年　８月２５日　頃　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで 　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　発　表　：　９５年　９月　１日　頃　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■
  □                                                                      □
  ■　　＊　作品にはＩＤ番号とハンドルを併記して下さい。                  ■
  □    ＊　的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。        □
  ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　　　すべてを産みだし、すべてを呑み込む海。
　　　リュウグウノツカイに出会えば、乙姫様の所に連れて行ってもらえるだろうか。
　　　海にはいろんなものがあるから、色々な作品が期待できるでしょう。
　　　ごちゃごちゃ書いて海を汚す前にここいらで止めておきます。
　　　みなさん、沢山書いて送ってください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＫＥ
00904  95/09/01 06:41:53 1628      Or      第１７回  ごちゃっぺ歌会 発表
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 　 　□
  ■　　　　　　　　第 １７ 回　ごちゃっぺ歌会　発表　　　 　　　 　　■
　□　　　　  　　                                        　　　　    □
　■　         　 　花  　題　：　　　　　海　　　　　　　　 　　 　　■
　□　                                                     　　　  　 □
  ■                                                 　　　 1995.9.1  ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
** 手紙が届いてまっせ！！ **

-NUM-  -R.DATE- -R.TIME- -SENDER-  -MAIL-

00001  95-08-05 15:52:36 3254      歌会初参加です
内容を読みますか ( Y or N ) : y

とりあえず第一弾！！（ぉぃぉぃ
潮満ちて　はかなく消えし　砂城かな
潮干狩り　親子が握る　親子熊手
潮の香に　心わきたち　車窓から　海原探した　臨海学校
水中の　花かと見紛う　南海魚
閑古鳥　冬は海辺に　飛びまわる
日焼けして　火照る身体を　心地よく　包んで冷やす　海の水かな
大漁旗　家族のもとへ　まっしぐら
夏の海　一人寂しく　身を焦がす　忘れられない　記憶とともに
============================================================

初参加のＫＯＭと申します
どうぞよろしくお願いします
「海」と聞いて思いついた事をそのまま書いてみました
臨海学校の歌については分からない方もいるかも知れませんね
閑古鳥の歌については冬の海をよく知らないんで
偉い勘違いをしているかも知れませんが
どうぞ聞き流してやってくださいまし(^^

　　　　　　3254  ＫＯＭ
*******************************************************************************

海深し、隣のカミさん芋蒸かし
　　ＭＯＫＥ　さん、初めての俳句です。　芋が季語となっています。あははははっ
批評
深し　と　蒸かし　の　調和がアンバランスなので　とても引き立ちますねぇ。
常人とは思えない俳句です。芭蕉が読んだらきっと泡を吹くでしょう。　けけけ
　　　　　　　一太郎
*******************************************************************************

　　船着場ウツボが固く浮かびおる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　見たそのまま、大きく口を開けた死骸が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　生前を物語る
　　迫り来る天まで抜けし青い海　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　海に至る丘の上のバスから初めて海を見た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　快晴で海と空の色が同じで境目が分からず
　　　　　　　　　　　　　　　　　　海岸線から空まで海が続いていると思った。
　　海ゆかば瑞穂の国よアロハオエ　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハワイ島は日夜太平洋を移動し、ついには
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本海溝に入っていくという気の長いお話
　　海深く貴方はなにをする人ぞ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　生き物が生きていくのにあらゆる形態がある
　　　　　　　　　　　　　　　　　　特に見知らぬ海の生き物は想像を越えている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　だろう
　　匂いなく静かに波のたゆといて　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　九州で潮の香のない海に出会った。友人に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　よれば、磯の匂いは生物の死骸の匂いで、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　本当に綺麗な海は匂いがしないという。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　それが正しいのか、あの海も本当に匂いが
　　　　　　　　　　　　　　　　　　無かったのかおぼろげである。
　　陽を浴びてネッシー群れぐ空の海
　　　　　　　　　　　　　　　　　　青空に太陽を背に受けて群泳する雲々。
                                    大空を海に見立てて。
　　　　　　１６２８　ＭＯＫＥ
*******************************************************************************

 　　海 

  繰り返している
  愛しあうこと　傷つけあうこと
  何十億の一人のために
  たった一つの命のために
  悲しまないで
  君が言った
  君を汚（けが）したのは誰？
  生まれる前から見守っている
  時には穏やかに　時には激しく
  たった一つの大きな命
  繰り返さないで
  大切なこと
  季節の終わった君がそうささやいている
  ------------------------------------------------------------------------

   　ＭＯＫＥさん、宿題の提出が遅れてすいません。（笑
  　今年も海に２度ほど行きました。人もいなくなった海辺を見ると本当に
  　目だつんですよね・・・(ﾅﾆｶﾞ･･･)

                                                      ３０５６　かわまし
*******************************************************************************

　毎度。四道和尚です。「しど・かずなお」ぢゃないぞ。英語で言うと
「しど・びしょっぷ」。ｼﾂｺｲ ｶﾅ.

　今回はお題が、「海」という事で、助かります。
　らくへー、なみへー、いそのなみへー。＼(^o^)／
その１)

　さまざまな　水を集めて　海となる
　雨つぶひとつ　君への思い
コメント)

　　うーん。そのままですね。こりは。「僕の小さな思いを集めていけ
　ば、君を包む海になるよ。」 やっぱり、そのままや(笑)。
その２)

　空に鳥　海に魚が　居るとても
　僕のとなりに　あなたが居ない
コメント)

　　居るのがあたりまえに思えるような。そんな関係になれた恋人同士
　が、ふとした事で、その大切さに気がついた。そんな、一場面を歌っ
　てみました。
その３)

　夕暮れの　海辺に残る　空缶に
　かすかに君の　紅の跡だけ
コメント)

　　「夏です、海です、若者です、煩悩ぶりばりです」なんていうイ
　メージ、ありますよね。
　　私なんぞ、へそ曲がりだから、ちょい意地悪に、別れの歌です。
まとめ)

　　まだまだ作れそうですけど、粗製濫造になる前に、このへんで。
　きっと、今回は参加者も多いでしょうから。ではでは。
　ID:1273 ／四道和尚(SyD-Osyo)

*******************************************************************************

                                「海ちゃ～ん」
　８月の末、２人で海にきた。
　もう、人もいなくて、なにもない。
　ついでにぼくと彼女の間には会話さえなかった。
　「この海のように…大きな心が持てたなら…。」
　ぼくは心の中でつぶやいた。
　今夏、彼女がぼくとつきあう前に男と同棲していたことを知った。
　過ぎ去った、つまらない事だけど、ぼくがつまらない考えを起こしたばっかりに
　今年の夏は最悪な状況だった。
　彼女の気持ちをわかっているくせに…ぼくは小さな心しか持てなかった。
　「海…っていいよね…。」
　彼女が消え入りそうな声でつぶやく。ここ１時間くらいぶりの彼女の声。
　「えっ？」
　「汀に書いた文字が、波で消えるから……
　　…昔のことも、そうやって消えればいいのに…。」
　ぼくはふと水平線に目をやった。
　そうだったんだ。今の彼女を大切にしてやれるのは…。
　ぼくは彼女の肩をそっと抱いた。
　「そんなのって都合良すぎ？」
　彼女が力無く笑う。
　「ぼくも、今、海っていいなぁと思っていたんだ。」
　そう言ってまわした手に力を込めた。
　もう、なにも言う必要はない。
　ぼくはこの瞬間、ぼくには彼女が必要だと言うことを知った。
　.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･.･'･　
　あ゛～なんだか、うまくまとまらない～(^^;;;;;

　またつまらぬものを作ってしまった（石川五右衛門風に(笑)）
                                                        いいむ
*******************************************************************************

ＫＯＭさん　　　花題提示後わずか数時間後の作品到着でした。
　　　　　　　　それも質の高い作品群。即興詩人。
　　　　　潮満ちて　　誰もいない海辺、昼間の夢と営みを秘めて
　　　　　潮干狩り　　ふぁみりー。ちっちゃな子供が背を丸めてカリカリやる。
　　　　　　　　　　　向かい合った親がザザ ザザと砂を探る。
　　　　　　　　　　　お父ちゃん、見つけたよ～
　　　　　潮の香に　　初めて海を見た時の感動はいい。
　　　　　　　　　　　海なし県人にとっては、物心つく前から海を見ている人
　　　　　　　　　　　とはまた違った感動があるに違いない。
　　　　　水中の　　　スキューバダイビンングやってみたい。
　　　　　　　　　　　私事：八丈島で体験ダイビングをやったことがある。
　　　　　　　　　　　　　　小さな湾の中であったが、海中に浮く大きな裳の固まり
　　　　　　　　　　　　　　があった。中に入るとなんとそれは魚の群れであった。
　　　　　　　　　　　　　　近眼の私は良く見えず損をした気分でした。
　　　　　　　　　　　　　　変な話でごめん。
　　　　　閑古鳥　　　冷たい風に揺られながらホバーリングし、
　　　　　　　　　　　時折水面に急降下するカモメが見える。
　　　　　日焼けして　人影が殆ど見えない日没前後の海なんでしょう、多分。
　　　　　　　　　　　精神的にも時間的にもゆったりとした旅に出てみたい。
　　　　　大漁旗　　　海はよ～男の漁場だぜ～
　　　　　　　　　　　波をかき分ける船と、赤銅に焼けた親っつぁんの誇らしげな
　　　　　　　　　　　満足顔が目に浮かぶようだ
　　　　　夏の海　　　『身を焦がす』だからきっと失恋の苦い記憶でしょう。
　　　　　　　　　　　これだけは流石の海も特効薬にはなりにくいらしい。
一太郎さん            目先の井戸端（死語か）から、遠い海に思いを馳せる
　　　　　　　　　　　なんて、さすがだ。ﾊﾊﾊ 　ﾊ
　　　　　　　　　　　返句＞＞＞深海やナマコを食みしイソギンチャク
　　　　　　　　　　　芋からナマコ、カミさんからイソギンチャクを思い浮
　　　　　　　　　　　かべるなんざぁ、我ながら修行の賜物だ(-｡-;

かわましさん　　　　　コメント中の(ﾅﾆｶﾞ･･･)

　　　　　　　　　　　この(ﾅﾆｶﾞ･･･)がはっきり分かれば詩の中身が読み取れるの
　　　　　　　　　　　だろうが。環境保護？もうひとつ考えられるが-------

                      どなたか、感想ＲＥＳを切にお願い致します。
四道和尚さん  その１) ほんと、そのままや（笑）　　でも、なかなかできない
　　　　　　　　　　　「僕の小さな思いを集めていけば、君を包む海になるよ。」 

　　　　　　　　　　　なんて凄い殺し文句をさらっと言えたら、成功疑いなし。
　　　　　　　　　　　　 漕ぎ出でよ　男子たるもの　七つの海へ（笑）
　　　　　　　その２) たったひとつの当たり前の物がいざ無くなってみると、
　　　　　　　　　　　周囲はなんの変化も無いはずなのに、全く別世界になって
　　　　　　　　　　　しまい、さらには見えなくなってしまう。
　　　　　　　その３) 『紅の跡だけ』か--。作者のコメントに影響されていますが、
                      捨てられた空き缶から軽い女性がイメージされますね。続いて
                      私感、『空缶』『紅の跡』と『かすか君の』語彙のギャップが
　　　　　　　　　　　大き過ぎると思いましたが、そこに『煩悩ぶりばりの若者』
　　　　　　　　　　　の中にある『純』が見えますね。
　　　　　　　　　　　コメントに洗脳され過ぎかもしれない(^_^;

　　　　　　　　　　お蔭様でこのようにごちゃっぺの参加者も増えております。
いいむさん    とんでもない。よくまとまってますよ。
              今までモノクロだった画面が「ぼくも、今、海っていいなぁと思って
              いたんだ。」のひと言で彼女の顔を起点に画面全体が次々と総天然色
　　　　　　　に染められていくのがわかります。
              水平線の彼方に目をやろう。自戒を込めて。
　　　　　ごちゃっぺにより一層の愛の手を
　　　　　募金はいりません　(^^ゞ
　　　　　作品とＲＥＳを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
00934  95/09/06 00:28:21 1628              第１８回 ごちゃっぺ歌会 作品募集
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
  ■ 　　    　　　   第 １８ 回　ごちゃっぺ歌会　作品募集    　　　　　　■
　□　　　            ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　  　　　　　　□
　■　花　題　：　　　　　　　　　　雷　　　 　　       　　　　　　　　　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　締切り　：　９５年　９月２５日　頃　MAILにて ID:1628 ＭＯＫＥまで 　■
　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　■　発　表　：　９５年１０月　１日　頃　LITERボ－ドにて全作品掲載予定 　■
  □                                                                      □
  ■　　＊　作品にはＩＤ番号とハンドルを併記して下さい。                  ■
  □    ＊　的を得たコメントは出来そうにないので、自分で付けてね。        □
  ■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
　　　なにかと周囲がめまぐるしく、花題提示予定の５日を逃してしまいました。
　　　首を長くして待っていた方には申し訳ありませんでした。(^^ゞ
　　　花題は雷としました。秋の花題としては結構まともなものだと思いますが、
　　　いろいろ多方面に転回できるのではないかと期待してます。
　　　度肝を抜くようは発想の転換で、衝撃のある雷を一発かまして下さい。
      勿論、正調の作品も言うまでもありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＫＥ
01081  95/10/01 14:43:29 1628      Or      第１８回　ごちゃっぺ歌会　発表
  ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
  □　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　 　 　□
  ■　　　　　　　　第 １８ 回　ごちゃっぺ歌会　発表　　　 　　　 　　■
　□　　　　  　　                                        　　　　    □
　■　         　 　花  　題　：　　　　　雷　　　　　　　　 　　 　　■
　□　                                                     　　　  　 □
  ■                                                 　　　1995.10.1  ■
  □■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□
歌・句、及び類似品（笑）
１．にわか雨　雲間を駆ける　紫の龍
＊　雷って・・・かっこいいですよね(^^

２．停電で　父の偉大さ　知りにけり
＊　幼心に残る停電時の父の頼もしさ(^^

３．雷に　おびえる君の　姿見て　愛しさ感じた　十七の夏
＊　いつもは生意気なあの子がふと見せた女の子らしい一面・・・
４．雷鳴の　過ぎて残るは　清涼かな
＊　激しい夕立の後の空気って何だか清々しいと思いませんか？
５．雷の　杖を求める　勇者らに　幾度やられぬ　悪魔神官
＊　～ドラクエⅡより～（笑）
　　だって、儲かるんだもん（笑）
格言（笑）
　　　雷・・・それはネットワーカーの天敵である
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
１．に関する余談ですが、向井さんが宇宙に行ったときに
宇宙から見た台風の姿を見る事が出来ましたが
それを見た瞬間に、何だか自然って凄いなぁ、と思いました
　　３２５４　ＫＯＭ
*******************************************************************************

     ｲｯｶ          ﾗｲｺ     ｵｵｱﾀﾘ
　　一荷釣り　鮎に雷公の  大魚信
                                            ブラックじゃ～(-｡-;  ｸﾜﾊﾞﾗｸﾜﾊﾞﾗ
　　ごちゃっぺに恥ずかしいわと身を隠し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先月は雷を見なかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やはり季節外れの花題であった。
　　　　　（不調なので、江戸小咄より拝借）
　　雷ぎらいの旦那、戸棚に入って、戸を閉めて息を殺している。
　　女房は四つの子を抱いて平気だ。
　　「もう出てもよござんすよ。」
　　旦那が汗を拭き拭き出てくると、子供が、
　　「お父っさん、雷さまにも借りがあるの。」
                                                1628  ＭＯＫＥ
*******************************************************************************

「雷」
暗く大きな海を縦横無尽に駆けめぐる暴れ者
気に入らない奴をとことん追撃し
一部の海底の珊瑚を巻き込んで死滅させる
「奴」を止めることは出来ない
「奴」を封じることは出来ない
もし、「奴」を止めるられたとき、封じることが出来たとき
珊瑚礁は変わってしまうだろう
そして、たくさんの海の住人たちも
- Comment ---------------------------------------------------------------------

はじめてまして！紫苑と申します。
初めて歌会の作品を書いてみましたが、、、
ムヅカシイですね (･･)ﾑｩ＞作品書くのって
とりあえず、空を覆う雲を海の表面。それを眺められる私たちの位置を海底。
私たちの家は海の住人の住む珊瑚礁。「雷」を海の暴れん坊。
と、それぞれ見立てて書いてみました。(ｿﾉﾏﾏﾔﾝｹ!(^^;)

今は手が付けられない「雷」が、将来制御できるようになるのではないか？
などという何の根拠もないＳＦ的観念が根にありましたもんですから、
人間も海同様変わっていくのではないかなぁと、、、
あぁ、自分でも何が言いたいのかよく解らない(^^;

また機会があったら参加したいと思います。その時はよろしくです！
                                ID:3021         紫苑
*******************************************************************************

                        「雷にＫＡＮＳＹＡして」
　－－－今日のラッキーは「雷」です。
　ボクは掌の中のちっぽけな紙切れを見て呟いた。
　ここのアミューズメントパークの「占い」はよく当たるらしいのだが、
　今日は最上級の晴天で、ここ２、３日は天気は崩れそうにない。
　（所詮、占いは占いってか）
　友達以上、恋人未満の彼女とここにやってきた。
　知り合ってから３ヶ月、そろそろはっきりしないとただの友達で終わってしまう。
　とりあえず２人きりでここに来たものの、手もつなぐことが出来ず、
　つかず離れずの距離のままだった。
　「ねぇ、あれ乗らない？」
　（ゲ…）彼女の指し示す方向には、まるでヘビが空中でのたうち廻っているような
　ジェットコースターがあった。
　（苦手なんだ、こう言うのって）
　頭に思い浮かんだ言葉は、喉のところの変換器にかけられて
　「ああ、いいよ」と言う愛想のいい返事に変わっていた。
　ドキドキと心臓が暴れ、不安と焦りが交錯する。……あ、動き出した。
　「うわああああああああ」
　「キャアアアアアアア」
　２人と大勢の悲鳴が青空に吸い込まれていった。
　「ねぇ、凄かったよねぇ～。」
　「ああ、今でもくらくらするよ…あっ？！」
　ボクの言葉が終わらないうちに彼女がよろめき、ボクにもたれ掛かってくる。
　「ちょっとくらくらするから。このままこうしていて良い？」
　困ったような、照れたような彼女の笑顔が眩しかった。
　彼女に触れている腕をギュっと握って、自分も照れ隠しにあらぬ方向に目をやる。
　「……！」
　僕の目にとあるものが映った。
　なるほど、ここの占いはよく当たるらしい。
　ボクはもう一度彼女の方を見て微笑んだ。
　視線の先にあったモノ…ボクが見たものはジェットコースターの看板だった。
　「サンダー（雷）ループコースター」
 (^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)(^^)

　いや～こんなオチですいません(^^;)

　やれやれ、ですね(笑)

                                                id:1980 いいむ
*******************************************************************************

ＫＯＭさん　　　　今回も電光石火の早業でした。§^｡^§
　　　　　　　　１・紫の龍　かっこいいですね。でもお近づきにはなりたくないな
　　　　　　　　２・ＫＯＭさんのお父上は戸棚には入らなかったようですね(^^;

　　　　　　　　３・浴衣を着て、団扇で顔を隠し、腕にしがみついて
　　　　　　　　　　『きゃっ、コワイ』なんて、いいわ(*^_^*)

　　　　　　　　４・夕立、僕も好きだなあ。ジトジト雨はいやだ。しとしと雨は好き。
　　　　　　　　５・悪魔神官？　あれは丸顔の人だった。階段を下りて行った所だね。
　　　　　　　　　　うひひ、こりゃ濡れ手に粟だわい。すると、あの階段を何度も
　　　　　　　　　　下りたんだな、君は。金に目が眩んで、うっかりトラマナを忘れ
　　　　　　　　　　ると、ビリビリとやられから、注意するように！
紫苑さん　　　　初のご参加ですね。いらっしゃい(*^_^*)

　　　　　　　　雷ってえ奴は気に入らない奴を追撃するんじゃなくて、
　　　　　　　　運の良くない人の所に来るような気がする。
　　　　　　　　もっとも当人にしてみれば、好きな人に狙いをつけているのかも
　　　　　　　　しれんが。えらいメーワクだけど(^_^;

いいむさん　　　ご常連様、今回もありがとうございます
　　　　　　　　 (^^)(^^)でも、なんだい、なんだい、これは(笑)ｳｿ!ｼﾞｮｳﾀﾞﾝﾖ(^^)(^^)

　　　　　　　　だが、アミューズメントパークの「占い」は良く当たりそうだ。
　　　　　　　　それは一体どこにあるの。おせ～てくれ。
　　　ＬＩＴＥＲが最近たいへん盛況で喜ばしいかぎりだ。
　　　書けなくなくてあまり参加してませんが、読ませてもらっています。
　　　　ごちゃっぺも、次々に新しい人が参加してくれている。少しずつ知名度が上が
　　　っているようだ。さらに、かつてのご常連も復活してもらえれば言うことないの
　　　だが。
　　　　ＬＩＴＥＲ全体でもごちゃっぺ歌会でも言えることだが、ＲＯＭメンバー
　　　（書き込みはしないが、読んでもらっている人）はいったいどの位いるもんだ
　　　ろう。999ゲストを含めれば数千人になるのだろうか。んなわけね～か(^_^;

　　　たくさんの人が読んでいると思うと、励みになります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
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　　　第１９回とあって狎れもでてきたせいか、花題を決めるのにも直前になら
　　　ないと、考えない。今までにないようなもので、奇抜であって、それほど
　　　奇抜でないものをと、いろいろ巡らしたが、結局上の一字が浮かび、呆気
　　　なくそれに決まりました。
　　　　ミステリ－タッチで謎めいていて、ショ－トスト－リ－の題材には恰好
　　　なものではないでしょうか。
　　　皆さん、奮ってご参加下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＭＯＫＥ
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　毎度お世話になっています。いいむです。
　今回は９８が壊れ、作品自体も３回くらい考え直しました(^^;)。
　なんか、不調です。
　-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-

　                              鍵は僕も持っている
　「では、これで失礼します。」
　なんてビジネスライクで、何の感情もこもっていない声なのだろう。
　僕は彼女がそんな声も出せることに少し驚いた。
　今、目の前で席を立とうとしているのは僕の彼女だ。
　でも、それは進行形ではなく過去形になりつつある。
　一週間前から彼女は電話に出なくなった。
　今日、仕事関係で会う約束があったのでその事を問いただすつもりだったが、
　結局無表情な彼女につられて何も言えなかった。
　「あ、ちょっと」
　帰り際、彼女が会社の封筒を僕に渡した。
　一瞬だけ、しおれかけていた希望の芽が蘇った気がした。
　彼女の姿が見えなくなった後、さっそく中を確かめると中には鍵が入っていた。
　僕が彼女に送った、僕のアパートの鍵。
　別れの言葉もなく、説明もなく、ただそれだけ。
　半年の感情は、彼女はどこにやってしまったのだろう？
　いったい僕のどこが気に入らなかったのか？
　なぜ、理由もなくこんな行動を？
　答えは彼女に聞いてみるしかなかった。
　電話にも出ないくらいだから、会いに行ってもドアさえ開けてくれないだろう。
　・・・でも、大丈夫。
　彼女のアパートの鍵は僕も持っている。
                                        ＊
　待に待った、夜がきた。
　僕は自分のアパートの扉を彼女が持っていた鍵で施錠し、歩き始めた。
　ポケットには彼女のアパートの鍵と、ナイフを忍ばせて・・・。
-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-=ﾐ=-

　いかがでしょうか？
　今回は少しばかりの含みを入れて作ってみました(^^;)。
　う～ん、自分だったら別れの言葉は
　はっきり言ってもらった方がいいような気もしますが･･･。
　ナイフはマズイやね。
                                                        ID:1980　いいむ
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　　　　　　　　　　　『　マスタ－キ－　』
　晴れた道路を歩きながら、やせ細った真鍮の鍵を鼻先に見て独り呟いた。
　　　『今度は上手くいくだろう。』
生まれてこのかた、この鍵を手元から離したことはなかった。そう生まれてこのかた。
そして、この鍵にある女の面影が重なり、なんとも言えない寂寥感とともに、何が起こ
っても救われるような安心感があるのだ。
　母親によると私の最初の産湯に入れて抱き上げると、どういう訳かタブの中にこの鍵
が落ちていたのだ。母は不思議に思いながらも保存していた。ところが、ある日夢の中
でこの鍵はこの子の生涯のマスタ－キ－であるとのメッセ－ジがあったという。この鍵
はお前の人生の難問を解決してくれる神様からのプレゼントであろう。だから、いつも
肌身離さず持っていて、決して無くしたりしてはいけない。物心ついた頃から、ことあ
るごとにそう言われていたので、自分でもその気になっていた。そして神から特別に幸
運を与えられた選ばれた人なのだと思うようにもなっていた。
　ところが、今の今までこの鍵がその効力を発揮したことはなかった。それでも捨てて
しまおうなどと思うことは露ほどにも起こらなかった。
　もうひとり知っている。そう、私と同じような鍵を持っている男を。やはり真鍮製で
形こそ違うが、私のものと殆ど変わりはない。ちょっぴり怪しげな経済雑誌に、顔と鍵
の写真入りで載っていた男で、そいつが言うには持ち始めた経緯は私の場合と殆ど同じ
で、この鍵のお蔭かどういう訳か知らぬが、やること成すこと思うがままで、今では自
他共に認めるヤングエグゼブティブであるとのこと。自分のオフィスに通うにも某Ｔ大
の通用門をこの鍵を使って軽く開け放ち、そこを出た所に樹木に覆われたある大金持ち
の屋敷に入り、ついでにそこの令嬢の部屋に忍びこみ、そこで朝の楽しいひと時をよろ
しくやって、美術館の森を突き抜けて仕事場に到着する。だからこれのお蔭で自宅と私
のオフィスとはほぼ一直線だと、冗談めかして書いてあった。だが、今この地位にある
のは、鍵を持つことより、何か不可思議な支えがあるとの自信を裏付けに、他人の何倍
もの知恵と努力を払った結果だと、常識的な線で纏めていた。だが、暗に私は特別な人
間であることを仄めかしているのは見え見えだ。厭味で詐欺師的な奴だと思ったが、自
分自身も似たような鍵を持っているので、全くの嘘でもないように思える。
　だが一方こちらの鍵は。子供のころ悪戯にそこいらの錠に突っ込んだことがあるぐら
いのものだ。不思議なことに常識的以上にフィットして開いてしまうのだ。だが、それ
以上の幸運は何も起こらない。これ以上のことは犯罪になってしまうという意識も働き、
大人になってしまった今では尚更にできない。罪の意識を感じるほど抵抗がなく錠が開
いても、そこから他人様の札束を取り出すことにはやはり抵抗がある。雑誌の男がいう
ような成功談もないから、私のものはお守りにもならないような代物なのだろうか。
　ふとした事から知り合った女性とデ－トを重ねる内に、互いの気持ちが重なり合って
いくような気がした。多分相手もそう思っていたことだろうと確信していた。そんなあ
る日突然彼女が言った。
「もし私のこの小箱を貴男の鍵で開けることができたら、喜んで貴男を受け入れるわ。」
　鍵のことなど未だ話したことも見せたことも無いのに妙なことを言うなと思った。
「ふふふ」と彼女は意味ありげに笑う。
　私は狐に摘まれたような感情を隠し小箱を受け取ると、おもむろに鍵を取り出して差
し込もうとした。ところが鍵が太すぎて鍵穴に入りさえしない。相変わらず意味ありげ
に、そして寂しげに微笑んでいる。私は癪にさわり、しばらくの間小箱を預からせてく
れるように頼んだ。
　自分のアパ－トに戻り、何度も挑戦したが、入りさえしないのだから、開くわけもな
い。鍵を使って箱を開けることより箱の中身に興味が移り、壊して開けてみようとも思
ったが、それでは全てがぶち壊しになるような面持ちがして、それは押しとどめた。
でも入口でシャットオフなのだから、どうすることもできない。
　だが、ふと思いついた、鍵を削って細くすれば入るのではないだろうかと、然り。
相手が在っての鍵なのだ。相手に合わせなければ開くわけはない。鍵を慎重に削りなが
ら何度も試してみた。入った！！だが開かない。しかしさらに鍵の形を削り込んでいく
内に、ついに開けることができた。受け取ってからもう１週間が過ぎていた。
　箱の中に紙切れが入っていた。
　『おめでとう。さようなら。』と綺麗な文字で書かれてあった。
さようならとは何だ。嫌な予感が走り、彼女のアパ－トに駆けつけた。ノックをしたが、
返答はない。不在のようだ。しばらくそこに佇んで帰りを待っていると、管理人が現れ
て言った。
　「斉藤さんなら、都合が出来たと言って、急に引っ越していったよ。貴方は鈴木さん？
------------------渡してくれと頼まれた手紙があるよ。」
　　　　親愛なる克彦様
　　私はどうしてもしなければならない用事ができて、故郷の○○国に帰らなければな
　りません。本当はこれからも貴方と一緒に暮らしていきたかったのですが、とても残
　念で悲しいです。こんな言い方は失礼ですが、もともと住む世界が違っていたのです。
　それに私の寿命はあと１０年足らずです。私の国ではそれが普通なのです。
　どうか私のことは忘れて下さい。ごめんなさい。
　　でも、あなたも鍵の使い方が分かったでしょう。何故私が鍵のことを知っていたか、
　それは言えません。でもこれからはきっとうまくいきます。どうぞ、お幸せに。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摩輝子
　なんだか地面を突然取り払われたような気分だ。○○国なんて聞いたこともない。
　羽衣の天女の物語を思いだした。彼女と逢瀬を重ねた時はあれほど実在感があったの
に。だが、この置き手紙には厳然とした距離感と再会を許さぬ響きがあった。
　あれから数年、彼女のことを思い出さない日はなかった。経済雑誌の男のように棚ボ
タ的なことも一向に起こらない。でも、やせ細った鍵を肌身離さず持っている。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　　高度にインパクトのある川柳にするつもりが、意味不明の中距離文に
　　なってしまいました。
　　それでもめげずにここで一句、いや、ひとくさりを(^^;

　　鍵のない錠は神秘的であるが、相手の無い鍵はどこか虚しい。
　　転じて
　　未亡人にはゾクゾクするが、男やもめはゴミゴミしてる。
　　立ち直って
　　人生の幸福は鍵を持つことではなく、生涯かけて解くべき錠を
　　早くに見いだすことである。
　　おおっ、ベンジャミン張りの金言だ、こりゃ、爺クサ(-｡-;

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1628  ＭＯＫＥ
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　　鍵を掛ける
小さい頃ってドアに鍵を掛ける時、凄く嬉しかった
いや、今でも少しそう言う気持ちは残っているかな
鍵を開けるのはなんとも思わない
嬉しいのは鍵を掛ける時だけ
何でだろう？
それはひょっとしたらクイズを作るような
手紙を出すような喜びかもしれない
自分の掛けた鍵を誰かが開けるはずなんだ
その誰かは自分かもしれないけど
そうじゃない誰かかもしれない
自分のした事に受け手がいる喜び
それを漠然と感じていたのかもしれない
鍵はこっそりと見えない糸で二人をつないでるのかな
歌
　ドア閉まり　置いてけぼりの　鍵一つ
　　　＊　特に意味はありません(^^;)ふと思いついた風景です
　　　　　ぱたんとドアが閉まって白いテーブルの上に鍵が一つだけ・・・
　　　　　ここに夕陽なんかが射すと絵になりますねぇ(^^)

その他
　固く閉ざされた心の扉　それを開ける鍵はやっぱり心・・・
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
鍵は難しかったですねぇ(^^;

なんせまだ親元も離れず車も乗らないから
持ってる鍵と言えばチャリの鍵くらいですから（笑）
　　　　　　　　　　　　ＫＯＭ
#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

「鍵」
鍵を下さい
この世で最も神秘的で不可侵なあの人の心の鍵を
あの人の全てが知りたいから
あの人と全てを共有したいから
そのためならどんな代償でも
鍵を下さい
-- Comment --------------------------------------------------------------------

どうも、ご無沙汰してます　紫苑です。
この詩は恋愛に限って書いた物ではありません。（でも、まぁ主に恋愛でしょうが(^^;

公園のベンチで一人、考えをめぐらせていたらこうなりました(^^;

人というのは全くの一人でいる分には孤独である以上に純粋な存在です。
しかし、相手というものが出来たとき、純粋さというのは低下します。
相手の思考を読み、相手の行動を読むことで二人の間の溝は埋められます。
が、それらを読むということは即ち相手を疑るということにもなりかねないのです。
これは時として最終的には魔女狩りのような悲しい事件も引き起こします。
でも人はそれらを止めないでしょう。
なぜなら、相手を思いやることも読むことの一部になっているのを知っているから
思われることの喜びを知ってしまったから
相手の全てを知り、共有することが一番の方法であるように思っている人がいる限り
そのためになら自己犠牲も止むえないと思う人がいる限り
といったコンセプトの元に書きました。（凄くわかりにくいだろうなぁ m(__)m）
うーん、しかも「鍵」からかけ離れてしまっているような・・・(;_;) 

                                        ID:3021 紫苑
-- Massege --------------------------------------------------------------------

お久しぶりですＭＯＫＥさん。紫苑です。
歌会の作品が出来たのでお送りします。
（しかし、作品というにはあまりにも。。。お恥ずかしい限りです (*^_^*)

なんだか、解説を書いてるうちに大分お題から外れてきてる気がしたのですが
これ以上いじっても先入観で上手くいかなくなりそうだったので
今回はこれでお許し下さいな m(__)m

さて、そろそろ受験勉強に集中しなくてはいけないのですが
どうも気が散って集中できません
ＭＯＫＥさんは気が散って集中できないときなどはどうしてますか？
良い方法があったら御教授下さいな
では！
                                        ID:3021 紫苑
#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　　　　　私が初めて手にしたのは自転車の鍵だった。自転車は今でも私を
　　　　いろんな所に連れて行ってくれる。
　　　　　次に手にしたのは理科室の鍵だった。まだ中学の頃、私は科学者
　　　　になることを夢見ていた。
　　　　　高校に進み、いつしかホテルの鍵を手にするようになった。駅前
　　　　サウナの宿泊施設、私はそこから受験を始めた。
　　　　　それから手にしたのはアパートの鍵だった。それは初めて一人で
　　　　生活した証だった。そしてそれは初めて故郷を持った証でもあった。
　　　　　そして、今手にしているのは家の鍵。昼に職安に行き、誰もいない
　　　　家の扉を開けるための鍵である。
--------------------------------------------------------------------------------

　　　　　自動発信を選択し、リターン・キーを叩く。モデムが『プゥー』と
　　　　ダイヤルを始める。キャリー音が響いて、モニターが停止する。画面
　　　　には文字が流れだし、僕は缶コーラを一口飲んだ。
　　　　　「？」
　　　　　パスワードエラー、オートログインが出来ない。回線を切り、通信
　　　　ソフトの設定を確認する。
　　　　　「おかしくないよな。」
　　　　　立ち上げ、再挑戦。それでもオートログイン出来ない。仕方なく、
　　　　手動でログインを試みる。『パスワードエラー』、ログインできない。
　　　　僕はあらゆる可能性を追及した。『！』僕はゲストアクセスしてみる
　　　　事にした。ハッカーかもしれない、通信記録を見る。すると、そこには
　　　　違うハンドルが記載されていた。
　　　　　「！！！」
　　　　　僕は急いでホスト宅に電話をかけた。シスオペが電話にでる。僕は
　　　　慌てて事の次第をシスオペに報告した。僕の話が終わり、シスオペは
　　　　一瞬間を置くと、こう僕に告げた。
　　　　　「○○さん、ＩＤ先週削除だったんよ。」
　　　　　秋の夜は、月の光が美しく、虫の声だけが淋しく部屋に響いていた。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1742　　きょくせん
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
　　　以上２点盛りでお願いします(^^;

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きょくせん
#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

いいむさん　　　失恋物語が最後の１行でサスペンスドラマに転じましたね。(^^;

　　　　　　　　＞う～ん、自分だったら別れの言葉は
　　　　　　　　＞はっきり言ってもらった方がいいような気もしますが･･･。
　　　　　　　　そうですね。『お友達でいましょう』なんていうのは嫌だな。
　　　　　　　　なんだか女性の優越感が滲み出てて、聞きたかないね。
　　　　　　　　経験者は語る。------------トホホ (;_;)

ＫＯＭさん　　　鍵は秘め事に繋がりますね。そして不思議な歓情を催す。
　　　　　　　　恋愛事に限らず、秘め事を共有する特定の相手がいれば、
　　　　　　　　尚更のことでしょう。
紫苑さん　　　　先日のとむくんの３部作の３番目の作品に似ているなあ。
　　　　　　　　誤解を招くといけないので言っときますが、真似とか盗作とか
　　　　　　　　でなく、作品を作る上で発端となる心情のことです。
　　　　　　　　＞ＭＯＫＥさんは気が散って集中できないときなどはどうしてますか？
　　　　　　　　投げやりな答えで申し訳ないが、どうしようもないですね。(^^;

　　　　　　　　でも好きな事をやっている時は、意識しなくても集中してるでしょう。
　　　　　　　　だれでも嫌なことや、それが好きな事でも他人から強制されれば、
　　　　　　　　集中できないでしょう。
　　　　　　　　敢えていえば、その事を好きになるか、あくまで自分の意思でやって
　　　　　　　　るんだと思うことではないでしょうか。
きょくせんさん　１点目
　　　　　　　　鍵を人の歴史を物語る。写真のアルバムにその時々の鍵を添えて置く
　　　　　　　　と面白いかもしれない。
　　　　　　　　２点目
　　　　　　　　なんだかしらんが、そんな理不尽なＩＤ削除をするネットはこちら
　　　　　　　　からやめちまえ。それとも、いけないことをしたのかな(^_^;

　　　　　　　　パスワ－ドも確かに鍵ですね。
　　　　リタ－ボ－ドは新しい人も増えてきて、益々盛んだ。
　　　　これを読んでくださってる皆々様。
　　　　どうぞ、ごちゃっぺ歌会の方にもおいで下さいな。
　　　　よろしゅうに、お頼み申します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
-番号- -年月日- - 時刻 - -書込者- -ﾚｽ番号- -タイトル-

01224  95/11/05 11:21:46 1628              第２０回　ごちゃっぺ歌会　作品募集
　ごちゃっぺ歌会も２０回目を迎えたので花題は成人か成人式！
と素直に行くわけはないし、それほどに単純でひねていないであろうはずはない。(^^;

　最近非常に忙しくてパソ通どころではないのが実情だ。と言うと偉そうに聞こえるが
実はなんのことはない。シムシティ２０００に嵌まってしまったのだ。(^^ゞ
　こんな人通りの少ない所に立派な道路や橋を造りやがって、まったくお役所の仕事は。
と日常思っていたが、それは数十年先のことを考えているのだという事が分かったよ。
区画整理や革命には破壊が必要なんだ。人為的にやるのはゲ－ムでさえ忍びないから
天の恵みである天災が好都合なんだ。きっと前進的な指導者は天災が起こることを真面
目に密かに期待してるんじゃないか。こんなことに考えが至る俺様は天才なのだ。
　街を大きく豊かにするには自然を壊さなくてはいけないし、それと住人の満足感とは
相反しやすいようだ。そして時間的スケ－ルを変えてみると正負が逆転することも十分
に起こりえるなあ。夢と現実を両立させるのは難しいなあ。
　広大無辺なことを考えていると気分がいいが、今の人は到底生きていない百年先の事
ばかり考えていても仕方ないし、変人奇人と見られるのがおちだから、たまには目先の
ことも考えてみよう。
　それではシムシティ２０００では表示されない路地裏のことを考えてみよう。
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　　隙間
子供の頃毎日通っていた路地裏の隙間
いつの間にか通れなくなっていた
それは
それだけ自分が大きくなった証拠
もう子供のままで居られない証拠
身体は大きくなったけど
心は成長したのだろうか
今日は昨日の続き　明日は今日の続き
そうして生きてきたから
昨日と今日に違いはなかった
もちろん自分自身も
身体はいつの間にか大きくなっていた
心は成長しているのだろうか
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－
　　　　　　　猫
　小さい頃、家の近くの二つの建物の間に小さな隙間があった。
　その隙間は昼間でも中は暗く、入り口には草が生い茂っていて、「何か恐い物の
棲み家」として僕の心に恐怖の対象として刻み込まれていた。
　その頃、その隙間の近くをいつも猫が一匹うろついていた。茶色にも灰色にも見
える色の毛をしていて、その場の雰囲気も加わってか、ひどく不気味に見えた。
　ある日、その猫が隙間に入って行くのを見かけて「あの猫＝隙間の主」という構
図を頭に描いた僕は、「あの猫が化け物に変身するところが見たい」という好奇心
に負けて、あれほど恐れていた隙間を覗くために入り口に近づいて行った。
　と、その時。耳に入ってきたのは間違いなく猫、それも子猫の鳴き声だった。
　その隙間の中には小さな子猫を一生懸命に世話している一匹の母猫の姿があった。
　小さな頃の小さな発見のお話・・・
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
「路地裏」と聞いてそのイメージは掴めたんですけど
具体的にどういう物か、と考えたら分からなくなってしまいまして(^^;

自分の中で色々と考え、更に辞書をひいた結果
「路地裏＝建物の間の狭い隙間」となりました(^^;

と言うわけで２番目の方を少し的外れに感じた方、ご容赦をm(__)m

さて、中学以降歩いて移動する機会は殆ど無くなりまして
「路地裏」と言うと小学校以前の記憶か、ドラマの喧嘩シーンくらいしか思いつかず
結果としてかなり偏った物しか出来ませんでした(^^;

小学校の頃の事を思い出す良い機会にもなりましたけど（笑）
　そう言えば前回はID書くの忘れましたね(^^;　　　３２５４　ＫＯＭ
#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　　　路地裏に二人の影や猫の鳴く
　　　その刹那つらりと逃げし闇の蜘蛛
　　　路地裏やル－ラ唱えて別の街
　　　　　その１はやや広い路地裏の夕暮れの情景、
　　　　　その２はじめじめした狭い路地裏、異臭のあるどぶ、どぶネズミ、気味の悪
　　　　　い虫どもや子供がそれぞれに縄張りを張る闇の裏世界。
　　　　　その３は近道、子供なら許される他人の家の庭先や縁の下、そして大人は入
　　　　　ることをはばかる路地裏、すなわち子供道というものが存在していた。今も
　　　　　在るのかもしれない。大人よりも速く目的地にたどり着く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1628　ＭＯＫＥ
#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

　ＫＯＭさんも私も路地裏のイメ－ジとして、子供、猫、不気味な世界、健気に生きる
　姿を同じように浮かべたようだ。これは私が特権を利用して盗んだのではなく単なる
　あるいは必然的な偶然です。(^^ゞ
　　路地裏には確かに不思議の国のアリスのような別世界があったのだが、忘れてしま
　った。子供は狭い所が好きだ。居心地の良い子宮の思い出への回帰欲求かも知れない。
　ＫＯＭさん今回もありがとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごちゃっぺ歌会　ＭＯＫＥ
